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(57)【要約】
【課題】分解性ポリマー物品の提供。
【解決手段】　光及び／又は熱及び／又は湿気によって
誘発される促進分解性を有し、かつ、
（Ａ）天然及び／又は合成ポリマー、及び、
（Ｂ）式（Ｉ）
【化１】

（式中、
　ｎは、１、２又は４を表わし；
　Ｘは、＞Ｃ＝Ｏ、＞Ｓ（Ｏ）2又は＞Ｃ（Ｘ1）（Ｘ2

）を表わし；
　Ｘ1及びＸ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子
数１ないし２０のアルキル基、未置換の又は炭素原子数
１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭
素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；又は未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光及び／又は熱及び／又は湿気によって誘発される促進分解性を有し、かつ、
（Ａ）天然及び／又は合成ポリマー、及び、
（Ｂ）式（Ｉ）
【化１】

（式中、
　ｎは、１、２又は４を表わし；
　Ｘは、＞Ｃ＝Ｏ、＞Ｓ（Ｏ）2又は＞Ｃ（Ｘ1）（Ｘ2）を表わし；
　Ｘ1及びＸ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、未
置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３
ないし１２のシクロアルキル基；又は未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換されたフェニル基を表わし；
　Ｙは、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子
数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルケニル基；６ないし１０
個の炭素原子を有する二環式又は三環式のヒドロカルビル基、未置換の又は炭素原子数１
ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９
のフェニルアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個
でフェニル基上を置換されたジフェニルメチル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４の
アルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたトリフェニルメチル基；炭素原子
数２ないし３０のアシル基、－ＣＯＯＹ0、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基、－
Ｓｉ（Ｙ1）3又は－Ｓｉ（ＯＹ2）3を表わし；
　Ｙ0、Ｙ1及びＹ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル
基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアル
キル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換
された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　Ｚは、有機基を表わす。）で表わされる分解促進剤
を含むが、但し、
（１）Ｙが、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニ
ル基又は炭素原子数１ないし３０のスルホニル基を表わす場合、成分（Ａ）がポリオレフ
ィンホモ－又はコポリマー、又はポリオレフィンホモ－又はコポリマーと他の合成ポリマ
ーのブレンドであり；及び、
（２）ｎが２又は４を表わし、かつ同時に、成分（Ａ）がポリオレフィンホモ－又はコポ
リマー、又はポリオレフィンホモ－又はコポリマーと他の合成ポリマーのブレンドである
場合、Ｙは、更に、水素原子を表わす
ところの組成物からなるポリマー物品。
【請求項２】
　Ｙが水素原子を表わさない請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項３】
　前記組成物が、更に、（Ｃ）遷移金属の無機又は有機塩を含むところの請求項１に記載
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のポリマー物品。
【請求項４】
　前記組成物が、更に、以下の成分
（Ｄ－Ｉ）充填剤又は強化剤、
（Ｄ－ＩＩ）顔料、
（Ｄ－ＩＩＩ）光安定剤、
（Ｄ－ＩＶ）加工添加剤、
（Ｄ－Ｖ）抗酸化剤、
（Ｄ－ＶＩ）Ｃａ、Ｍｇ、Ｚｎ又はＡｌの無機又は有機塩、又は、Ｃａ、Ｍｇ、Ｚｎ又は
Ａｌの酸化物、
（Ｄ－ＶＩＩ）テルペン誘導体、アントラキノン誘導体及び／又はベンゾフェノン誘導体
、
（Ｄ－ＶＩＩＩ）無機酸化剤
の１種以上を含むところの請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項５】
　農業用品であるところの請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項６】
　前記農業用品が、マルチフィルム、小型トンネルフィルム、列カバー（ｒｏｗ　ｃｏｖ
ｅｒ）、バナナバッグ（ｂａｎａｎａ　ｂａｇ）、直接カバー、不織布、トワイン及び鉢
からなる群から選択される請求項５に記載のポリマー物品。
【請求項７】
　５ないし１００ミクロンの厚さを有する単層又は３層マルチフィルムであるが、請求項
１の但し書きは適用されないところの請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項８】
　５ないし１００ミクロンの厚さを有し、かつ、土壌に部分的に埋められる単層又は３層
マルチフィルムであるが、請求項１の但し書きは適用されないところの請求項１に記載の
ポリマー物品。
【請求項９】
　パッケージ材料である、及び／又は、消費者製品として使用される請求項１に記載のポ
リマー物品。
【請求項１０】
　前記パッケージ材料が、食品、飲料又は化粧品用であるところの請求項９に記載のポリ
マー物品。
【請求項１１】
　衛生用品又は医薬用品であるところの請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項１２】
　フィルム、繊維、異形材、ボトル、タンク、容器、シート、バッグ、発泡スチロールカ
ップ、プレート、ブリスターパック、箱、包装材料及びテープからなる群から選択される
請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項１３】
　射出成形、吹込み成形、圧縮成形、回転成形、スラッシ成形、押出し、フィルム流延、
インフレート法、圧延、熱成形、紡糸又は回転注型によって成形される請求項１に記載の
ポリマー物品。
【請求項１４】
　Ｚが、1つ以上の芳香族基を含む有機基を表わすところの請求項１に記載のポリマー物
品。
【請求項１５】
　ｎが１を表わす場合、Ｚは式（Ｉ－ａ）、（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｄ）、（Ｉ
－ｅ）、（Ｉ－ｆ）、（Ｉ－ｇ）、（Ｉ－ｈ）、（Ｉ－ｉ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ－ｋ）、
（Ｉ－ｌ）、（Ｉ－ｍ）又は（Ｉ－ｎ）
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【化２】

で表わされる基を表わし、
　式（Ｉ－ａ）ないし（Ｉ－ｄ）及び（Ｉ－ｋ）ないし（Ｉ－ｎ）の芳香族環及び式（Ｉ
－ｅ）ないし（Ｉ－ｊ）の残基は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし３０
のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子数２ないし３０の
アルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数
１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロア
ルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された
炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１８のアリール
基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし３０のカルボキシ
レート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２ないし３０のアシ
ルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし３０のスルホニル
基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂ
ｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基によって置換され；
　Ｚ100、Ｚ101、Ｚ102及びＺ1は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ない
し４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル
基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニ
ル基；又は、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル
基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ）又は（ＩＩ
－ｄ）
【化３】

で表わされる基を表わし、



(5) JP 2009-507116 A 2009.2.19

10

20

30

40

50

　式（ＩＩ－ａ）ないし（ＩＩ－ｃ）の芳香族環は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原
子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子
数２ないし３０のアルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ない
し１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は
３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ない
し１８のアリール基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし
３０のカルボキシレート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２
ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし
３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－
Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基に
よって置換され；
　Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ1、＞Ｓ＝Ｏ又は－Ｓ（Ｏ）2－、炭素原
子数３ないし３０のジアシル基、炭素原子数３ないし３０のジ（アシルオキシ）基、炭素
原子数３ないし４５のジカルボキシレート基、炭素原子数３ないし４５のジ（カルボキサ
ミド）基、ジアミン又はジアミドを表わし；
　Ｚ3及びＺ4は、互いに独立して、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ2、＞Ｓ＝Ｏ又
は－Ｓ（Ｏ）2－を表わし；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は、未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが４を表わす場合、Ｚは式（ＩＩＩ－ａ）
【化４】

で表わされる基を表わすところの、請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項１６】
　Ｙが水素原子を表わし、
　ｎが１を表わす場合、Ｚは式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｄ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ
－ｋ）、（Ｉ－ｌ）、（Ｉ－ｎ）又は（Ｉ－ｍ）を表わし、
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ）又は（ＩＩ
－ｄ）を表わすところの、請求項１５に記載のポリマー物品。
【請求項１７】
　ｎが１を表わす場合、Ｚは未置換の又は炭素原子数２ないし３０のカルボキシレート基
又は炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基によって置換された式（Ｉ－ａ）で表わ
される基を表わし、
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）又は（ＩＩ－ｃ）で表わされる基を表わす
ところの、請求項１５に記載のポリマー物品。
【請求項１８】
　ｎが１を表わす場合、Ｚは、未置換の又は－ＣＯＯＨ、式
【化５】
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で表わされる炭素原子数８ないし２２のアルキルカルボキシレート基又は式
【化６】

で表わされる炭素原子数８ないし２２のアルキルカルボキサミド基によって芳香族環上を
置換された式（Ｉ－ａ）で表わされる基を表わすか；
又は、式（Ｉ－ｄ）で表わされる基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ｃ）（式中、Ｚ2は、式

【化７】

で表わされるジカルボキシレート基を表わすか、又は式
【化８】

で表わされるジ（カルボキサミド）基を表わす。）で表わされる基を表わすところの、請
求項１５に記載のポリマー物品。
【請求項１９】
　Ｙが、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のア
ルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルア
ルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基
上を置換されたトリフェニルメチル基；炭素原子数２ないし３０のアシル基、－ＣＯＯＹ

0、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基又は－Ｓｉ（Ｙ1）3を表わし、
　Ｙ0及びＹ1が、炭素原子数１ないし１８のアルキル基又は未置換の又は炭素原子数１な
いし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基を表わすところの、請求項１
に記載のポリマー物品。
【請求項２０】
　ｎが１又は２を表わし、
　ｎが１を表わす場合、Ｚは、式（Ｉ－ａ）又は（Ｉ－ｄ）で表わされる基を表わし、式
（Ｉ－ａ）又は（Ｉ－ｄ）の芳香族環は、所望により炭素原子数２ないし３０のカルボキ
シレート基又は－ＣＯＯＨによって置換され；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）又は（ＩＩ－ｃ）で表わされる基を表わし
、Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ又は炭素原子数３ないし４５のジカルボキシレート基を表わすところ
の、請求項１５に記載のポリマー物品。
【請求項２１】
　ｎが、１又は２を表わし；
　Ｙが、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、トリフェニルメチル基、ベンジル基、炭
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【化９】

、－ＣＯＯＹ0（式中、Ｙ0は、炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表わす。）；トシ
ル基又は第三ブチルジフェニルシラニル基を表わし；ｎが、２を表わす場合、Ｙは、更に
、水素原子も表わし；
　ｎが、１を表わす場合、Ｚは、式
【化１０】

で表わされる基を表わし、
　Ｚ0は、ＣＯＯＨ又は－ＣＯＯ－（炭素原子数１ないし２０のアルキル）基を表わし；
　ｎが、２を表わす場合、Ｚは、式
【化１１】

で表わされる基を表わすところの、請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項２２】
　成分（Ｂ）が、式
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【化１２】

【化１３】

で表わされる化合物であるところの、請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項２３】
　成分（Ａ）が、熱可塑性合成ポリマーであるところの、請求項１に記載のポリマー物品
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【請求項２４】
　成分（Ａ）が、ポリオレフィンホモ－又はコポリマー、ポリエステルホモ－又はコポリ
マー、ポリアミドホモ－又はコポリマー、それらのブレンド、澱粉変性ポリオレフィン又
は澱粉ベースのポリマー複合材料であるところの、請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項２５】
　成分（Ａ）が、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンコポリマー又はポリプロ
ピレンコポリマーであるところの請求項１に記載のポリマー物品。
【請求項２６】
　光及び／又は熱及び／又は湿気の存在下において、天然及び／又は合成ポリマーの分解
を促進するための、請求項１に記載した式（Ｉ）で表わされる化合物の使用。
【請求項２７】
　光及び／又は熱及び／又は湿気の存在下において、天然及び／又は合成ポリマーの分解
を促進するための方法であって、該方法は、該天然及び／又は合成ポリマー中に請求項１
に記載の式（Ｉ）で表わされる化合物を配合することを含む方法。
【請求項２８】
　式（ＩＡ）
【化１４】

（式中、
　ｎは、１、２又は４を表わし；
　Ｘは、＞Ｃ＝Ｏを表わし；
　Ｙは、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のア
ルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数５な
いし１２のシクロアルケニル基；６ないし１０個の炭素原子を有する二環式又は三環式の
ヒドロカルビル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフ
ェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換の又は炭素
原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたジフェニルメ
チル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上
を置換されたトリフェニルメチル基；炭素原子数２ないし３０のアシル基、－ＣＯＯＹ0

、－Ｓｉ（Ｙ1）3又は－Ｓｉ（ＯＹ2）3を表わし；
　Ｙ0、Ｙ1及びＹ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル
基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアル
キル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換
された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが１を表わす場合、Ｚは式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ－ｋ）、（Ｉ
－ｌ）又は（Ｉ－ｍ）



(10) JP 2009-507116 A 2009.2.19

10

20

30

40

50

【化１５】

で表わされる基を表わし、
　式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）及び（Ｉ－ｋ）ないし（Ｉ－ｍ）の芳香族環及び式（Ｉ－ｊ
）の残基は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原
子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基、炭素原
子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル
基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又
は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１
２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１８のアリール基、炭素原子数６ない
し１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし３０のカルボキシレート基、炭素原子数
２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子
数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－
Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－Ｃ
ＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基によって置換され；
　Ｚ100、Ｚ101、Ｚ102及びＺ1は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ない
し４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル
基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニ
ル基；又は、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル
基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ）又は（ＩＩ
－ｄ）

【化１６】

で表わされる基を表わし、
　式（ＩＩ－ａ）ないし（ＩＩ－ｃ）の芳香族環は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原
子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子
数２ないし３０のアルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ない
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し１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は
３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ない
し１８のアリール基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし
３０のカルボキシレート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２
ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし
３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－
Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基に
よって置換され；
　Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ1、＞Ｓ＝Ｏ又は－Ｓ（Ｏ）2－、炭素原
子数３ないし３０のジアシル基、炭素原子数３ないし３０のジ（アシルオキシ）基、炭素
原子数３ないし４５のジカルボキシレート基、炭素原子数３ないし４５のジ（カルボキサ
ミド）基、ジアミン又はジアミドを表わし；
　Ｚ3及びＺ4は、互いに独立して、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ2、＞Ｓ＝Ｏ又
は－Ｓ（Ｏ）2－を表わし；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は、未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが４を表わす場合、Ｚは式（ＩＩＩ－ａ）

【化１７】

で表わされる基を表わす。）で表わされる化合物。
【請求項２９】
　式（ＩＢ）
【化１８】

（式中、
　ｎは、１、２又は４を表わし；
　Ｘは、＞Ｓ（Ｏ）2又は＞Ｃ（Ｘ1）（Ｘ2）を表わし；
　Ｘ1及びＸ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、未
置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３
ないし１２のシクロアルキル基；又は未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換されたフェニル基を表わし；
　Ｙは、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子
数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルケニル基；６ないし１０
個の炭素原子を有する二環式又は三環式のヒドロカルビル基、未置換の又は炭素原子数１
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ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９
のフェニルアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個
でフェニル基上を置換されたジフェニルメチル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４の
アルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたトリフェニルメチル基；炭素原子
数２ないし３０のアシル基、－ＣＯＯＹ0、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基、－
Ｓｉ（Ｙ1）3又は－Ｓｉ（ＯＹ2）3を表わし；
　Ｙ0、Ｙ1及びＹ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル
基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアル
キル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換
された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが１を表わす場合、Ｚは式（Ｉ－ａ）、（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｄ）、（Ｉ
－ｅ）、（Ｉ－ｆ）、（Ｉ－ｇ）、（Ｉ－ｈ）、（Ｉ－ｉ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ－ｋ）、
（Ｉ－ｌ）、（Ｉ－ｍ）又は（Ｉ－ｎ）
【化１９】

で表わされる基を表わし、
　式（Ｉ－ａ）ないし（Ｉ－ｄ）及び（Ｉ－ｋ）ないし（Ｉ－ｎ）の芳香族環及び式（Ｉ
－ｅ）ないし（Ｉ－ｊ）の残基は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし３０
のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子数２ないし３０の
アルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数
１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロア
ルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された
炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１８のアリール
基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし３０のカルボキシ
レート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２ないし３０のアシ
ルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし３０のスルホニル
基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂ
ｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基によって置換され；
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　Ｚ100、Ｚ101、Ｚ102及びＺ1は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ない
し４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル
基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニ
ル基；又は、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル
基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ）又は（ＩＩ
－ｄ）
【化２０】

で表わされる基を表わし、
　式（ＩＩ－ａ）ないし（ＩＩ－ｃ）の芳香族環は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原
子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子
数２ないし３０のアルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ない
し１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は
３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ない
し１８のアリール基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし
３０のカルボキシレート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２
ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし
３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－
Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基に
よって置換され；
　Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ1、＞Ｓ＝Ｏ又は－Ｓ（Ｏ）2－、炭素原
子数３ないし３０のジアシル基、炭素原子数３ないし３０のジ（アシルオキシ）基、炭素
原子数３ないし４５のジカルボキシレート基、炭素原子数３ないし４５のジ（カルボキサ
ミド）基、ジアミン又はジアミドを表わし；
　Ｚ3及びＺ4は、互いに独立して、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ2、＞Ｓ＝Ｏ又
は－Ｓ（Ｏ）2－を表わし；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は、未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが４を表わす場合、Ｚは式（ＩＩＩ－ａ）
【化２１】

で表わされる基を表わす。）で表わされる化合物。
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【請求項３０】
　式（ＩＣ）
【化２２】

（式中、
　ｎは、１、２又は４を表わし；
　Ｘは、＞Ｓ（Ｏ）2又は＞Ｃ（Ｘ1）（Ｘ2）を表わし；
　Ｘ1及びＸ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、未
置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３
ないし１２のシクロアルキル基；又は未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換されたフェニル基を表わし；
　Ｙは、水素原子を表わし；
　ｎが１を表わす場合、Ｚは式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ－ｋ）、（Ｉ
－ｌ）又は（Ｉ－ｍ）
【化２３】

で表わされる基を表わし、
　式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｋ）ないし（Ｉ－ｍ）の芳香族環及び式（Ｉ－ｊ）
の残基は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子
数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基、炭素原子
数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２
のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１８のアリール基、炭素原子数６ないし
１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし３０のカルボキシレート基、炭素原子数２
ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数
１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ
（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯ
ＯＨからなる群から選択される１つ以上の基によって置換され；
　Ｚ100、Ｚ101、Ｚ102及びＺ1は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ない
し４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル
基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニ
ル基；又は、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル
基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ）又は（ＩＩ
－ｄ）
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で表わされる基を表わし、
　式（ＩＩ－ａ）ないし（ＩＩ－ｃ）の芳香族環は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原
子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子
数２ないし３０のアルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ない
し１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は
３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ない
し１８のアリール基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし
３０のカルボキシレート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２
ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし
３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－
Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基に
よって置換され；
　Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ1、＞Ｓ＝Ｏ又は－Ｓ（Ｏ）2－、炭素原
子数３ないし３０のジアシル基、炭素原子数３ないし３０のジ（アシルオキシ）基、炭素
原子数３ないし４５のジカルボキシレート基、炭素原子数３ないし４５のジ（カルボキサ
ミド）基、ジアミン又はジアミドを表わし；
　Ｚ3及びＺ4は、互いに独立して、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ2、＞Ｓ＝Ｏ又
は－Ｓ（Ｏ）2－を表わし；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は、未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが４を表わす場合、Ｚは式（ＩＩＩ－ａ）
【化２５】

で表わされる基を表わす。）で表わされる化合物。
【請求項３１】
　式
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【化２６】

で表わされる請求項２８に記載の化合物。
【請求項３２】
　式
【化２７】

で表わされる化合物。

                                                                        

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光及び／又は熱及び／又は湿気によって誘発される促進分解性を有し、かつ
、天然及び／又は合成ポリマー及び特定の分解促進剤を含む組成物からなるポリマー物品
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に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プラスチック製品は、使用における耐久性及び高いコストパフォーマンスのために、日
常生活において幅広く利用されている。適切な安定化で、大抵の市販のプラスチックは数
年間持続するよう製造される。
【０００３】
　しかしながら、近年、環境への懸念により、耐用年数の間はそれらの機能及び保全性を
維持するが、使用後は、化学的手段によって又は微生物によって二酸化炭素及び水へ分解
され得る、様々な系及び性質の、いわゆる生分解性材料の開発が進められている。しかし
ながら、１つの問題として、生分解性と耐用年数間の保全性の間に適当な釣り合いを確立
することがある。
【０００４】
　パッケージ材料における酸素吸収剤としてのＮ－ヒドロキシフタルイミド誘導体の使用
が、欧州特許出願公開第１，６５０，２６５号明細書に記載されている。
【０００５】
　化学増幅レジスト組成物を得るための酸産生剤としてのフタルイミド誘導体が、米国特
許第６，７６７，６８７号明細書及び米国特許出願公開第２００５／００３８２６１号明
細書に記載されている。
【０００６】
　可視ＵＶ照射におけるフィルムデバイスの酸発生剤としてのＮ－トシルオキシフタルイ
ミドが、Ｋ．タカト他によってＪｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｐｈｏｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　
ａｎｄ　Ｐｈｏｔｏｂｉｏｌｏｇｙ　Ａ：Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　１６３　（２００４）２
７１－２７６に記載されている。
【０００７】
　熱硬化性マトリックス樹脂における補助反応剤としてのビスアリルオキシイミドが、米
国特許第５，７６０，１６５号明細書に記載されている。
【０００８】
　分解性プラスチック組成物は、米国特許第４，０４２，７６５号明細書、国際公開第９
２／１１，２９８号パンフレット、米国特許第４，４９５，３１１号明細書及び米国特許
第３，９９３，６３４号明細書に記載されている。
【０００９】
　環式Ｎ－ヒドロキシジカルボキシイミド誘導体の製造は、例えば、米国特許第６，３１
６，６３９号明細書に記載されている。
【特許文献１】欧州特許出願公開第１，６５０，２６５号明細書
【特許文献２】米国特許第６，７６７，６８７号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００５／００３８２６１号明細書
【非特許文献１】Ｋ．タカト他、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｐｈｏｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ
　ａｎｄ　Ｐｈｏｔｏｂｉｏｌｏｇｙ　Ａ：Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　１６３　（２００４）
２７１－２７６
【特許文献４】米国特許第５，７６０，１６５号明細書
【特許文献５】米国特許第４，０４２，７６５号明細書
【特許文献６】国際公開第９２／１１，２９８号パンフレット
【特許文献７】米国特許第４，４９５，３１１号明細書
【特許文献８】米国特許第３，９９３，６３４号明細書
【特許文献９】米国特許第６，３１６，６３９号明細書
【発明の開示】
【００１０】
　本発明は、特に、光及び／又は熱及び／又は湿気によって誘発される促進分解性を有し
、かつ、
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（Ａ）天然及び／又は合成ポリマー、及び、
（Ｂ）式（Ｉ）
【化１】

（式中、
　ｎは、１、２又は４を表わし；
　Ｘは、＞Ｃ＝Ｏ、＞Ｓ（Ｏ）2又は＞Ｃ（Ｘ1）（Ｘ2）を表わし；
　Ｘ1及びＸ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、未
置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３
ないし１２のシクロアルキル基；又は未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換されたフェニル基を表わし；
　Ｙは、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子
数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルケニル基；６ないし１０
個の炭素原子を有する二環式又は三環式のヒドロカルビル基、未置換の又は炭素原子数１
ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９
のフェニルアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個
でフェニル基上を置換されたジフェニルメチル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４の
アルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたトリフェニルメチル基；炭素原子
数２ないし３０のアシル基、－ＣＯＯＹ0、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基、－
Ｓｉ（Ｙ1）3又は－Ｓｉ（ＯＹ2）3を表わし；
　Ｙ0、Ｙ1及びＹ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル
基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアル
キル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換
された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　Ｚは、有機基を表わす。）で表わされる分解促進剤
を含むが、但し、
（１）Ｙが、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニ
ル基又は炭素原子数１ないし３０のスルホニル基を表わす場合、成分（Ａ）がポリオレフ
ィンホモ－又はコポリマー、又はポリオレフィンホモ－又はコポリマーと他の合成ポリマ
ーのブレンドであり；及び、
（２）ｎが２又は４を表わし、かつ同時に、成分（Ａ）がポリオレフィンホモ－又はコポ
リマー、又はポリオレフィンホモ－又はコポリマーと他の合成ポリマーのブレンドである
場合、Ｙは、更に、水素原子を表わす
ところの組成物からなるポリマー物品に関する。
【００１１】
　基Ｙは、好ましくは水素原子を表わさない。
【００１２】
　好ましい態様の一つに従って、Ｚは、１つ以上の芳香族基を含む有機基を表わす。
【００１３】
　ｎが１を表わす場合、Ｚは、特に式（Ｉ－ａ）、（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｄ）
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、（Ｉ－ｅ）、（Ｉ－ｆ）、（Ｉ－ｇ）、（Ｉ－ｈ）、（Ｉ－ｉ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ－
ｋ）、（Ｉ－ｌ）、（Ｉ－ｍ）又は（Ｉ－ｎ）
【化２】

で表わされる基を表わし、
　式（Ｉ－ａ）ないし（Ｉ－ｄ）及び（Ｉ－ｋ）ないし（Ｉ－ｎ）の芳香族環及び式（Ｉ
－ｅ）ないし（Ｉ－ｊ）の残基は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし３０
のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子数２ないし３０の
アルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数
１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロア
ルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された
炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１８のアリール
基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし３０のカルボキシ
レート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２ないし３０のアシ
ルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし３０のスルホニル
基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂ
ｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基によって置換され；
　Ｚ100、Ｚ101、Ｚ102及びＺ1は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ない
し４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル
基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニ
ル基；又は、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル
基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、特に、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ）又は
（ＩＩ－ｄ）
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【化３】

で表わされる基を表わし、
　式（ＩＩ－ａ）ないし（ＩＩ－ｃ）の芳香族環は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原
子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子
数２ないし３０のアルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ない
し１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は
３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ない
し１８のアリール基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし
３０のカルボキシレート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２
ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし
３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－
Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基に
よって置換され；
　Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ1、＞Ｓ＝Ｏ又は－Ｓ（Ｏ）2－、炭素原
子数３ないし３０のジアシル基、炭素原子数３ないし３０のジ（アシルオキシ）基、炭素
原子数３ないし４５のジカルボキシレート基、炭素原子数３ないし４５のジ（カルボキサ
ミド）基、ジアミン又はジアミドを表わし；
　Ｚ3及びＺ4は、互いに独立して、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ2、＞Ｓ＝Ｏ又
は－Ｓ（Ｏ）2－を表わし；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は、未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが４を表わす場合、Ｚは式（ＩＩＩ－ａ）
【化４】

で表わされる基を表わす。
【００１４】
　３０個までの炭素原子を有するアルキル基の例は、メチル基、エチル基、プロピル基、
イソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イソブチル基、第三ブチル基、２－エチ
ルブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、１－メチルペンチル基、１，３－ジメチ
ルブチル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、イソヘプチル基
、１，１，３，３－テトラメチルブチル基、１－メチルヘプチル基、３－メチルヘプチル
基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，１，３－トリメチルヘキシル基、１，
１，３，３－テトラメチルペンチル基、ノニル基、デシル基、ウンデシル基、１－メチル
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ウンデシル基、ドデシル基、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルヘキシル基、トリデ
シル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オクタデ
シル基及びエイコシル基である。一般に、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、特に炭
素原子数４ないし２０のアルキル基又は炭素原子数６ないし２０のアルキル基が好ましい
。Ｚ1、Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、例えば炭素原子数１ないし４のアルキル基を表
わす。
【００１５】
　炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基の例は、メトキシ基、エトキシ基、プロポ
キシ基、イソプロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、第二ブトキシ基、イソブトキシ基、第三ブ
トキシ基、２－エチルブトキシ基、ｎ－ペンチルオキシ基、イソペンチルオキシ基、１－
メチルペンチルオキシ基、１，３－ジメチルブチルオキシ基、ｎ－ヘキシルオキシ基、１
－メチルヘキシルオキシ基、ｎ－ヘプチルオキシ基、イソヘプチルオキシ基、１，１，３
，３－テトラメチルブチルオキシ基、１－メチルヘプチルオキシ基、３－メチルヘプチル
オキシ基、ｎ－オクチルオキシ基、２－エチルヘキシルオキシ基、１，１，３－トリメチ
ルヘキシルオキシ基、１，１，３，３－テトラメチルペンチルオキシ基、ノニルオキシ基
、デシルオキシ基、ウンデシルオキシ基、１－メチルウンデシルオキシ基、ドデシルオキ
シ基、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルヘキシルオキシ基、トリデシルオキシ基、
テトラデシルオキシ基、ペンタデシルオキシ基、ヘキサデシルオキシ基、ヘプタデシルオ
キシ基、オクタデシルオキシ基及びエイコシルオキシ基である。炭素原子数１ないし２０
のアルキルオキシ基が好ましい。
【００１６】
　３０個までの炭素原子を有するアルケニル基の例は、アリル基、２－メタアリル基、ブ
テニル基、ペンテニル基、ヘキセニル基及びオレイル基である。１位の炭素原子は、好ま
しくは飽和される。炭素原子数３ないし１８のアルケニル基が特に好ましい。
【００１７】
　炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基の例は、アリルオキシ基、２－メタアリ
ルオキシ基、ブテニルオキシ基、ペンテニルオキシ基、ヘキセニルオキシ基及びオレイル
オキシ基である。炭素原子数３ないし１８のアルケニルオキシ基が特に好ましい。
【００１８】
　未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子
数３ないし１２のシクロアルキル基の例は、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シク
ロヘプチル基、シクロオクチル基、シクロドデシル基及び２－メチルシクロヘキシル基で
ある。未置換の又はメチル基で置換された炭素原子数５ないし６のシクロアルキル基が好
ましい。
【００１９】
　未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子
数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基の例は、シクロペンチルオキシ基、シクロヘキ
シルオキシ基、シクロヘプチルオキシ基、シクロオクチルオキシ基、シクロドデシルオキ
シ基及び２－メチルシクロヘキシルオキシ基である。未置換の又はメチル基で置換された
炭素原子数５ないし６のシクロアルキルオキシ基が好ましい。
【００２０】
　未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子
数５ないし１２のシクロアルケニル基の例は、シクロヘキセニル基及びメチルシクロヘキ
セニル基である。
【００２１】
　炭素原子数６ないし１８のアリール基の例は、所望により、置換され得るフェニル基及
びナフチル基である。未置換の又は置換されたフェニル基が好ましい。
【００２２】
　炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基の例は、４
－メチルフェニル基、２－エチルフェニル基、４－エチルフェニル基、４－イソプロピル
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フェニル基、４－第三ブチルフェニル基、４－第二ブチルフェニル基、４－イソブチルフ
ェニル基、３，５－ジメチルフェニル基、３，４－ジメチルフェニル基、２，４－ジメチ
ルフェニル基、２，６－ジエチルフェニル基、２－エチル－６－メチルフェニル基及び２
，６－ジイソプロピルフェニル基である。
【００２３】
　炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基の例は、所望により置換され得るフェニル
オキシ基及びナフチルオキシ基である。未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換されたフェニルオキシ基が好ましい。４－メチルフェニルオキシ基
、２－エチルフェニルオキシ基、４－エチルフェニルオキシ基、４－イソプロピルフェニ
ルオキシ基、４－第三ブチルフェニルオキシ基、４－第二ブチルフェニルオキシ基、４－
イソブチルフェニルオキシ基、３，５－ジメチルフェニルオキシ基、３，４－ジメチルフ
ェニルオキシ基、２，４－ジメチルフェニルオキシ基、２，６－ジエチルフェニルオキシ
基、２－エチル－６－メチルフェニルオキシ基及び２，６－ジイソプロピルフェニルオキ
シ基が特に好ましい。
【００２４】
　炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたジフェ
ニルメチル基の例は、ジ［メチルフェニル］メチル基である。
【００２５】
　炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたトリフ
ェニルメチル基の例は、トリス［メチルフェニル］メチル基である。
【００２６】
　未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換
された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基の例は、ベンジル基、２－フェニルエ
チル基、メチルベンジル基、ジメチルベンジル基、トリメチルベンジル基及び第三ブチル
ベンジル基である。
【００２７】
　３０個までの炭素原子を有するアシル基の例は、炭素原子数２ないし３０のアルカノイ
ル基、炭素原子数３ないし３０のアルケノイル基及び未置換の又は置換されたベンゾイル
基である。炭素原子数２ないし２０のアルカノイル基、炭素原子数３ないし２０のアルケ
ノイル基及び置換ベンゾイル基が好ましい。アセチル基、プロピオニル基、ブチリル基、
ペンタノイル基、ヘキサノイル基、オクタノイル基、ベンゾイル基、アクリロイル基及び
クロトノイル基が、より具体的な例である。式
【化５】

で表わされる基、並びに、炭素原子数２ないし２０のアルカノイル基及び炭素原子数３な
いし２０のアルケノイル基が特に好ましい。
【００２８】
　炭素原子数１ないし３０のスルホニル基の好ましい例は、基
【化６】

（式中、Ａ1は、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数３ないし３０のアル
ケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された
炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし２０のア
ルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は未置換の又は炭素原子数１ないし
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ニルアルキル基を表わす。）である。特に好ましい基は、所望により置換され得る
【化７】

である。スルホニル基の更なる例は、
【化８】

である。
【００２９】
　６ないし１０個の炭素原子を有する二環式又は三環式のヒドロカルビル基の例は、
【化９】

である。
【００３０】
　炭素原子数２ないし３０のカルボキシレート基の好ましい例は、基

【化１０】

（式中、Ａ2は、炭素原子数１ないし２９のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアル
ケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された
炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアル
キル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は未置換の又は炭素原子数１ないし４
のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニ
ルアルキル基を表わす。）である。
【００３１】
【化１１】

が特に好ましい。
【００３２】
　炭素原子数２ないし３０のカルボキサミドの好ましい例は、基
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【化１２】

（式中、Ａ’2は、Ａ2の定義の１つを有する。）である。
【化１３】

が特に好ましい。
【００３３】
　炭素原子数２ないし３０のアシルオキシ基の例は、炭素原子数２ないし２０のアルカノ
イルオキシ基、炭素原子数３ないし２０のアルケノイルオキシ基であり、置換されたベン
ゾイルオキシ基が好ましい。アセチルオキシ基、プロピオニルオキシ基、ブチリルオキシ
基、ペンタノイルオキシ基、ヘキサノイルオキシ基、オクタノイルオキシ基、ベンゾイル
オキシ基、アクリロイルオキシ基及びクロトノイルオキシ基がより具体的な例である。炭
素原子数２ないし２０のアルカノイルオキシ基、炭素原子数３ないし２０のアルケノイル
オキシ基及びベンゾイルオキシ基が特に好ましい。
【００３４】
　炭素原子数３ないし３０のジアシル基の好ましい例は、基

【化１４】

［式中、Ａ3は、炭素原子数２ないし２０のアルキレン基、酸素原子、硫黄原子又は＞Ｎ
－Ｒ3（式中、Ｒ3は、Ｒ1の意味の１つを有する。）で中断された炭素原子数２ないし２
０のアルキレン基；炭素原子数２ないし１２のアルケニレン基、炭素原子数２ないし１２
のアルキニレン基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基、炭素原子数５ないし
１２のシクロアルキレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）－炭素原子数５ないし
１２のシクロアルキレン基、炭素原子数１ないし４のアルキレン－（炭素原子数５ないし
１２のシクロアルキレン）－炭素原子数１ないし４のアルキレン基、フェニレン基、フェ
ニレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）－フェニレン基又は炭素原子数１ないし
４のアルキレン－フェニレン－炭素原子数１ないし４のアルキレン基を表わす。］である
。
【００３５】
　炭素原子数３ないし３０のジ（アシルオキシ）基の好ましい例は、基

【化１５】

（式中、Ａ4は、Ａ3の定義の１つを有する。）である。
【００３６】
　炭素原子数３ないし４５のジカルボキシレート基の好ましい例は、基

【化１６】

（式中、Ａ5は、Ａ3の定義の１つを有する。）である。
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　更なる好ましい例は、
【化１７】

である。
【００３７】
　炭素原子数３ないし４５のジ（カルボキサミド）基の好ましい例は、基

【化１８】

（式中、Ａ’5は、Ａ3の定義の１つを有する。）である。
【００３８】
　ジアミンの好ましい例は、基

【化１９】

（式中、Ｒ4及びＲ5は、互いに独立して、Ｒ1の意味の１つを有し、Ａ6は、Ａ3の意味の
１つを有する。）である。
【００３９】
　ジアミドの好ましい例は、基

【化２０】

（式中、Ｒ6及びＲ7は、互いに独立して、Ｒ1の定義の１つを有し、Ａ7は、Ａ3の定義の
１つを有する。）である。
【００４０】
　２０個までの炭素原子を有するアルキレン基の例は、エチレン基、プロピレン基、トリ
メチレン基、テトラメチレン基、ペンタメチレン基、ヘキサメチレン基、オクタメチレン
基、デカメチレン基及びドデカメチレン基である。
【００４１】
　２０個までの炭素原子を有し、かつ酸素原子、硫黄原子又は＞Ｎ－Ｒ3によって中断さ
れるアルキレン基の例は、３－オキサペンタン－１，５－ジイル基、４－オキサヘプタン
－１，７－ジイル基、３，６－ジオキサオクタン－１，８－ジイル基、４，７－ジオキサ
デカン－１，１０－ジイル基、４，９－ジオキサドデカン－１，１２－ジイル基、３，６
，９－トリオキサウンデカン－１，１１－ジイル基、４，７，１０－トリオキサトリデカ
ン－１，１３－ジイル基、３－チアペンタン－１，５－ジイル基、４－チアヘプタン－１
，７－ジイル基、３，６－ジチアオクタン－１，８－ジイル基、４，７－ジチアデカン－
１，１０－ジイル基、４，９－ジチアドデカン－１，１２－ジイル基、３，６，９－トリ
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チアウンデカン－１，１１－ジイル基、４，７，１０－トリチアトリデカン－１，１３－
ジイル基及び－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（Ｒ3）－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（Ｒ3）－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2

－、特に－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ3）－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ3）－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2

－である。
【００４２】
　炭素原子数２ないし１２のアルケニレン基の例は、３－ヘキセニレン基である。
【００４３】
　炭素原子数２ないし１２のアルキニレン基の例は、－ＣＨ2ＣＨ2－Ｃ≡Ｃ－ＣＨ2ＣＨ2

－である。炭素原子数６ないし１２のアルキニレン基が好ましい。
【００４４】
　炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基の例は、シクロへキシレン基である。
【００４５】
　炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）
－炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基の例は、メチレンジシクロへキシレン基
及びイソプロピリデンジシクロへキシレン基である。
【００４６】
　炭素原子数１ないし４のアルキレン－（炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン）
－炭素原子数１ないし４のアルキレン基の例は、シクロヘキシレンジメチレン基である。
【００４７】
　フェニレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）－フェニレン基の例は、メチレン
ジフェニレン基である。
【００４８】
　炭素原子数１ないし４のアルキレン－フェニレン－炭素原子数１ないし４のアルキレン
基の例は、フェニレンジメチレン基である。
【００４９】
　基Ｘの好ましい例は、＞Ｃ＝Ｏ、＞Ｓ（Ｏ）2、＞ＣＨ2、＞Ｃ（ＣＨ3）2及び＞Ｃ（フ
ェニル）2基である。
【００５０】
　Ｘとして、＞Ｃ＝Ｏが特に好ましい。
【００５１】
　ｎは、好ましくは１又は２を表わし、
　ｎ＝１の場合、Ｚは、好ましくは式（Ｉ－ａ）又は（Ｉ－ｄ）で表わされる基を表わし
、ｎ＝２の場合、Ｚは、好ましくは式（ＩＩ－ａ）又は（ＩＩ－ｃ）で表わされる基を表
わす。
【００５２】
　基（Ｉ－ａ）の好ましい例は、式（Ｉ－ａ－１）
【化２１】

で表わされる残基である。
【００５３】
　本発明の更なる好ましい態様は、以下の通りである：
　１）Ｙが水素原子を表わし、ｎが１を表わす場合、Ｚは式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（
Ｉ－ｄ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ－ｋ）、（Ｉ－ｌ）、（Ｉ－ｎ）又は（Ｉ－ｍ）で表わされ
る基を表わし、ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ
）又は（ＩＩ－ｄ）で表わされる基を表わすところの、上記で定義したポリマー物品。
　２）ｎが１を表わす場合、Ｚは未置換の又は炭素原子数２ないし３０のカルボキシレー
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ト基又は炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基によって置換された式（Ｉ－ａ）で
表わされる基を表わし、ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）又は（ＩＩ－ｃ）で
表わされる基を表わすところの、上記で定義したポリマー物品。
　３）ｎが１を表わす場合、Ｚは、－ＣＯＯＨ、式
【化２２】

で表わされる炭素原子数８ないし２２のアルキルカルボキシレート基又は式
【化２３】

で表わされる炭素原子数８ないし２２のアルキルカルボキサミド基によって芳香族環上を
置換された式（Ｉ－ａ）で表わされる基を表わすか；
又は、式（Ｉ－ｄ）で表わされる基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ｃ）（式中、Ｚ2は、式

【化２４】

で表わされるジカルボキシレート基を表わすか、又は式
【化２５】

で表わされるジ（カルボキサミド）基を表わす。）で表わされる基を表わすところの、上
記で定義したポリマー物品。
　４）Ｙが、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４
のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニ
ルアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニ
ル基上を置換されたトリフェニルメチル基；炭素原子数２ないし３０のアシル基、－ＣＯ
ＯＹ0、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基又は－Ｓｉ（Ｙ1）3を表わし、
　Ｙ0及びＹ1が、炭素原子数１ないし１８のアルキル基又は未置換の又は炭素原子数１な
いし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基を表わすところの、上記で定
義したポリマー物品。
　５）ｎが１又は２を表わし、
　ｎが１を表わす場合、Ｚは、式（Ｉ－ａ）又は（Ｉ－ｄ）で表わされる基を表わし、式
（Ｉ－ａ）又は（Ｉ－ｄ）の芳香族環は、所望により炭素原子数２ないし３０のカルボキ
シレート基又は－ＣＯＯＨによって置換され；
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　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）又は（ＩＩ－ｃ）で表わされる基を表わし
、Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ又は炭素原子数３ないし４５のジカルボキシレート基を表わすところ
の、上記で定義したポリマー物品。
　６）ｎが、１又は２を表わし；
　Ｙが、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、トリフェニルメチル基、ベンジル基、炭
素原子数２ないし３０のアルカノイル基、
【化２６】

、－ＣＯＯＹ0（式中、Ｙ0は、炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表わす。）；トシ
ル基又は第三ブチルジフェニルシラニル基を表わし；ｎが、２を表わす場合、Ｙは、更に
、水素原子も表わし；
　ｎが、１を表わす場合、Ｚは、式

【化２７】

で表わされる基を表わし、
　Ｚ0は、ＣＯＯＨ又は－ＣＯＯ－（炭素原子数１ないし２０のアルキル）基を表わし；
　ｎが、２を表わす場合、Ｚは、式
【化２８】

で表わされる基を表わすところの、上記で定義したポリマー物品。
　７）成分（Ｂ）が、式



(29) JP 2009-507116 A 2009.2.19

10

20

30

40

【化２９】

【化３０】

で表わされる化合物であるところの、上記で定義したポリマー物品。
【００５４】
　式（Ｉ）で表わされる化合物の更なる例は、
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【化３１】

である。
【００５５】
　好ましい態様に従って、組成物は、更に遷移金属の無機又は有機塩であるところの成分
（Ｃ）を含む。
【００５６】
　成分（Ｃ）は、好ましくは炭素原子数２ないし３６の、特に炭素原子数１２ないし３６
の脂肪酸の金属塩である。特に好ましい例は、パルミチン酸（炭素原子数１６）、ステア
リン酸（炭素原子数１８）、オレイン酸（炭素原子数１８）、リノール酸（炭素原子数１
８）及びリノレン酸（炭素原子数１８）の金属カルボキシレートである。成分（Ｃ）の更
なる例は、芳香族酸、例えば安息香酸である。炭素原子数１２ないし２０のアルカノエー
ト又は炭素原子数１２ないし２０のアルケノエート等の、Ｆｅ、Ｃｅ、Ｃｏ、Ｍｎ、Ｃｕ
又はＶの炭素原子数２ないし３６の炭酸カルボキシレートが、成分（Ｃ）として特に興味
深いものである。
【００５７】
　成分（Ｃ）の更なる例は、
　チタン酸マンガン、
　ホウ酸マンガン*）、
　硫酸マンガンカリウム*）、
　ピロ硫酸マンガン*）、
　スルファミン酸マンガン*）、
　マンガンフェライト*）、
　スルファミン酸マンガン*）、
　炭酸カルシウムを含む四ホウ酸マンガン（ＩＩ）*）、
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　二酸化マンガン、
　硫酸マンガン*）、
　硝酸マンガン*）、
　塩化マンガン*）及び
　リン酸マンガン*）。
　*）は水和物又は非水和物形態。
【００５８】
　一般に、組成物は、更に、市販で入手可能な又は既知の方法に従って製造され得る慣用
の添加剤を１種以上含み得る。
【００５９】
　例を以下に示す：
　１．抗酸化剤
　１．１．アルキル化モノフェノール、
例えば、２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェノール、２－第三ブチル－４，６－ジ
メチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－エチルフェノール、２，６－ジ－第三
ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－イソブチルフェノー
ル、２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノール、２－（α－メチルシクロヘキシ
ル）－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール、
２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシメ
チルフェノール、直鎖状又は側鎖において枝分れしたノニルフェノール、例えば、２，６
－ジ－ノニル－４－メチルフェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルウンデシ
－１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルヘプタデシ－１’－
イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルトリデシ－１’－イル）フェ
ノール及びそれらの混合物。
【００６０】
　１．２．アルキルチオメチルフェノール、
　例えば、２，４－ジオクチルチオメチル－６－第三ブチルフェノール、２，４－ジオク
チルチオメチル－６－メチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフ
ェノール、２，６－ジ－ドデシルチオメチル－４－ノニルフェノール。
【００６１】
　１．３．ヒドロキノン及びアルキル化ヒドロキノン、
　例えば、２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ－第三ブチル
ヒドロキノン、２，５－ジ－第三アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタ
デシルオキシフェノール、２，６－ジ－第三ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－第三ブチ
ル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、
３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）アジペート。
【００６２】
　１．４．トコフェロール、
　例えば、α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、δ－トコフ
ェロール及びそれらの混合物（ビタミンＥ）。
【００６３】
　１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、
　例えば、２，２’－チオビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－
チオビス（４－オクチルフェノール）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－３－メチ
ルフェノール）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、４，
４’－チオビス（３，６－ジ－第二アミルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメ
チル－４－ヒドロキシフェニル）ジスルフィド。
【００６４】
　１．６．アルキリデンビスフェノール、
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　例えば、２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２
’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－エチルフェノール）、２，２’－メチレンビス
［４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）－フェノール］、２，２’－メチレン
ビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－ノ
ニル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェ
ノール）、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、２，２’
－エチリデンビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフェノール）、２，２’－メチレン
ビス［６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、２，２’－メチレンビス
［６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、４，４’－メチレンビ
ス（２，６－ジ－第三ブチルフェノール）、４，４’－メチレンビス（６－第三ブチル－
２－メチルフェノール）、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチル
フェニル）ブタン、２，６－ビス（３－第三ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジ
ル）－４－メチルフェノール、１，１，３－トリス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－
２－メチルフェニル）ブタン、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メ
チルフェニル）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、エチレングリコールビス［３，３
－ビス（３’－第三ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）ブチレート］、ビス（３－第三
ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、ビス［２－（３
’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－６－第三ブチル－４－メ
チルフェニル］テレフタレート、１，１－ビス－（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフ
ェニル）ブタン、２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロパン、２，２－ビス－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ２－メチルフェニル）－４－
ｎ－ドデシルメルカプトブタン、１，１，５，５－テトラ（５－第三ブチル－４－ヒドロ
キシ－２－メチルフェニル）ペンタン。
【００６５】
　１．７．Ｏ－、Ｎ－及びＳ－ベンジル化合物、
　例えば、３，５，３’，５’－テトラ－第三ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジ
ルエーテル、オクタデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセ
テート、トリデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルメルカプトアセ
テート、トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４
－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビ
ス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル－３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート。
【００６６】
　１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート、
　例えば、ジオクタデシル－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－２－ヒドロキシベ
ンジル）マロネート、ジ－オクタデシル－２－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－
メチルベンジル）マロネート、ジドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ
－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、ビス－［４－（１，１，３，３－
テトラメチルブチル）フェニル］－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロ
キシベンジル）マロネート。
【００６７】
　１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物、
　例えば、１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－
２，４，６－トリメチルベンゼン、１，４－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロ
キシベンジル）－２，３，５，６－テトラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５
－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）フェノール。
【００６８】
　１．１０．トリアジン化合物、
　例えば、２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビ
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ス（３,５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２
－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェノ
キシ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシフェノキシ）－１，２，３－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－
第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（４－第
三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イソシアヌレート、２，４，６
－トリス－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１，３，５－
トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプ
ロピオニル）－ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－
ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート。
【００６９】
　１．１１．ベンジルホスホネート、
　例えば、ジメチル－２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、
ジエチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデ
シル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシル
－５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジルホスホネート、３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸のモノエチルエステルのカルシウム塩。
【００７０】
　１．１２．アシルアミノフェノール、
　例えば、４－ヒドロキシラウラニリド、４－ヒドロキシステアラニリド、オクチルＮ－
（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）カルバメート。
【００７１】
　１．１３．β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
エステルであって、一価又は多価アルコール、例えば、
　メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、
１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プ
ロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）
イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカ
ノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロ
パン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２
．２］オクタンとのエステル。
【００７２】
　１．１４．β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン
酸のエステルであって、一価又は多価アルコール、例えば、
　メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、
１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プ
ロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）
イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカ
ノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロ
パン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２
．２］オクタン；３，９－ビス［２－｛３－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メ
チルフェニル）プロピオニルオキシ｝－１，１－ジメチルエチル］－２，４，８，１０－
テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカンとのエステル。
【００７３】
　１．１５．β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸
のエステルであって、一価又は多価アルコール、例えば、
　メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオー
ル、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペ
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ンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレング
リコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，
Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタ
デカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメ
チル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエス
テル。
【００７４】
　１．１６．３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸のエステルであって
、一価又は多価アルコール、例えば、
　メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオー
ル、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペ
ンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレング
リコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，
Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタ
デカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメ
チル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエス
テル。
【００７５】
　１．１７．β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
アミド、例えば、
　Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘ
キサメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニルプロピオニル）トリメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－
４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス［２－（３－［３，
５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオニルオキシ）エチル］オキサミ
ド（ユニロイヤル（Ｕｎｉｒｏｙａｌ）によって供給されるナウガード（Ｎａｕｇａｒｄ
）（登録商標）ＸＬ－１）。
【００７６】
　１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【００７７】
　１．１９．アミン酸化防止剤、
　例えば、Ｎ，Ｎ’－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ－第二
ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－
フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，
Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプ
ロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－
Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニ
ル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジ
アミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－
Ｎ，Ｎ’－ジ－第二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジ
フェニルアミン、４－イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルア
ミン、Ｎ－（４－第三オクチルフェニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナ
フチルアミン、オクチル化ジフェニルアミン、例えばｐ，ｐ’－ジ－第三オクチルジフェ
ニルアミン、４－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノ
ナノイルアミノフェノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイル
アミノフェノール、ビス（４－メトキシフェニル）アミン、２，６－ジ－第三ブチル－４
－ジメチルアミノメチルフェノール、２，４’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－
ジアミノジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－４，４’－ジアミノジ
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フェニルメタン、１，２－ビス［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１，２－ビス
（フェニルアミノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス［４－（１’，３’－ジ
メチルブチル）フェニル］アミン、第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、
モノ－及びジアルキル化第三ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－及
びジアルキル化ノニルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化ドデシルジフ
ェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニル
アミンの混合物、モノ－及びジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３
－ジヒドロ－３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ
－及びジアルキル化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－及びジア
ルキル化第三オクチルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ
’，Ｎ’－テトラフェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン。
【００７８】
　２．ＵＶ吸収剤及び光安定剤
　２．１．２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
　例えば、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－
（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－
（５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒ
ドロキシ－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾー
ル、２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベン
ゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）
－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－
ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオ
キシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－第三アミル－２’－ヒドロ
キシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジ
ル）－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’
－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ
ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキ
シ）カルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール
、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル
）フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロ
キシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（
３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）
フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘ
キシルオキシ）カルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール
、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボ
ニルエチル）フェニルベンゾトリアゾール、２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３
，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾレ－２－イルフェノール］；２－［３
’－第三ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシフェニル
］－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交換生成物
；Ｒが３’－第三ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル
フェニル基を表す［Ｒ－ＣＨ2ＣＨ2－ＣＯＯ－ＣＨ2ＣＨ2－］2－、２－［２’－ヒドロ
キシ－３’－（α，α－ジメチルベンジル）－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブ
チル）フェニル］ベンゾトリアゾール；２－［２’－ヒドロキシ－３’－ （１，１，３
，３－テトラメチルブチル）－５’－（α，α－ジメチルベンジル）フェニル］ベンゾト
リアゾール。
【００７９】
　２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン、
　例えば、４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、４
－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，２’，４’－トリヒドロキシ及び２’－ヒ
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ドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体。
【００８０】
　２．３．置換された及び未置換の安息香酸のエステル、
　例えば、４－第三ブチル－フェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフ
ェニルサリチレート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）
レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－
ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－
４－ヒドロキシベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンゾエート、２－メチル－４，６－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４
－ヒドロキシベンゾエート。
【００８１】
　２．４．アクリレート、
　例えば、エチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、イソオクチルα－シア
ノ－β，β－ジフェニルアクリレート、メチルα－カルボメトキシシンナメート、メチル
α－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、ブチルα－シアノ－β－メチル－
ｐ－メトキシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシンナメート及び
Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルインドリン、ネオペンチル
テトラ（α－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート）。
【００８２】
　２．５．ニッケル化合物、
　例えば、ｎ－ブチルアミン、トリエタノールアミン又はＮ－シクロヘキシルジエタノー
ルアミンのような他の配位子を伴うか又は伴わない１：１又は１：２錯体のような２，２
’－チオビス－［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール］のニッケル
錯体、ニッケルジブチルジチオカルバメート、モノアルキルエステル、例えば４－ヒドロ
キシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルホスホン酸のメチル又はエチルエステルのニッケ
ル塩、ケトキシム、例えば２－ヒドロキシ－４－メチルフェニルウンデシルケトキシムの
ニッケル錯体、他の配位子を伴うか又は伴わない１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒ
ドロキシピラゾールのニッケル錯体。
【００８３】
　２．６．立体障害性アミン、
　例えば、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（
２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）スクシネート、ビス（１，２，２，６
，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２
，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペ
ンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジルマロネート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４
－ヒドロキシピペリジンとコハク酸の縮合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－第三オクチルアミノ－２，６－
ジクロロ－１，３，５－トリアジンの直鎖状又は環状縮合物、トリス（２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテート、テトラキス（２，２，６，６
－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、
１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノ
ン）、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキ
シ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベン
ジル）マロネート、３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－ト
リアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジル）スクシネート、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロ
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ロ－１，３，５－トリアジンの直鎖状又は環状縮合物、２－クロロ－４，６－ビス（４－
ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジ
ンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、２－クロロ－４，６－
ジ－（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３
，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、８－ア
セチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［
４．５］デカン－２，４－ジオン、３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２，６
，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデシル
オキシ－と４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの混合物、
Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジア
ミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮合物
、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンと２，４，６－トリクロロ－１，３
，５－トリアジン並びに４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの
縮合物（ＣＡＳ登録番号［１３６５０４－９６－６］）；１，６－ヘキサンジアミンと２
，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジン並びにＮ，Ｎ－ジブチルアミンと４－ブ
チルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの縮合物（ＣＡＳ登録番号［１９
２２６８－６４－７］）；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ
－ドデシルスクシンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル
）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１
－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４．５］デカン、７，７，９，９－テ
トラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［
４．５］デカンとエピクロロヒドリンの反応生成物、１，１－ビス（１，２，２，６，６
－ペンタメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２－（４－メトキシフェニル）エ
テン、Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、４－メトキシメチレンマロン酸と１，２，２，
６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシピペリジンとのジエステル、ポリ［メチルプロピ
ル－３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）］シロキサン
、マレイン酸無水物－α－オレフィンコポリマーと２，２，６，６－テトラメチル－４－
アミノピペリジン又は１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－アミノピペリジンとの反
応生成物、２，４－ビス［Ｎ－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジンテトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－ブチルアミノ］－６－（２－
ヒドロキシエチル）アミノ－１，３，５－トリアジン、１－（２－ヒドロキシ－２－メチ
ルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ン、５－（２－エチルヘキサノイル）－オキシメチル－３，３，５－トリメチル－２－モ
ルホリノン、サンジュバー（クラリアント（Ｃｌａｒｉａｎｔ）社；ＣＡＳ登録番号［１
０６９１７－３１－１］）、５－（２－エチルヘキサノイル）オキシメチル－３，３，５
－トリメチル－２－モルホリノン、２，４－ビス－［（１－シクロヘキシルオキシ－２，
２，６，６－ピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジンとＮ
，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）エチレンジアミン）の反応生成物、１，３，５－ト
リス（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチルピペラジン－３－オン
－４－イル）アミノ）－ｓ－トリアジン、１，３，５－トリス（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ
－（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペラジン－３－オン－４－イル）－アミノ）－
ｓ－トリアジン。
【００８４】
　２．７．オキサミド、
　例えば、４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’－ジエトキシオキサニリ
ド、２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２，２’－ジド
デシルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２－エトキシ－２’－エチルオキサ
ニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、２－エトキシ－５
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－第三ブチル－２’－エトキサニリド及びその２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－
ジ－第三ブトキサニリドとの混合物、ｏ－及びｐ－メトキシ－二置換オキサニリドの混合
物及びｏ－及びｐ－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物。
【００８５】
　２．８．　２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、
　例えば、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，
３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－
ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロ
キシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン
、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシ
フェニル）－４，６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２
－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニ
ル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル
）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－
ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６
－ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（
２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，
４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオ
キシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４
－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒ
ドロキシ－３－ドデシルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）
フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－
メトキシフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリ
ス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－１
，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル
）－６－フェニル－１，３，５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－
エチルヘキシル－１－オキシ）－２－ヒドロキシプロピルオキシ］フェニル｝－４，６－
ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（４－［２
－エチルヘキシルオキシ］－２－ヒドロキシフェニル）－６－（４－メトキシフェニル）
－１，３，５－トリアジン。
【００８６】
　３．金属不活性化剤、
　例えば、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ’－サリチロイル－ヒ
ドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－
第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、３－サリチロイルアミ
ノ－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒドラジド、オキサ
ニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－
ジアセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）オキサリルジヒド
ラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒドラジド。
【００８７】
　４．ホスフィット及びホスホナイト、
　例えば、トリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジア
ルキルホスフィット、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウリルホスフィッ
ト、トリオクタデシルホスフィット、ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット
、トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリト
リトールジホスフィット、ビス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトー
ルジホスフィット、ビス（２，４－ジ－クミルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフ
ィット、ビス（２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジ
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－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（
２，４，６－トリス（第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、トリ
ステアリルソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ－第三ブチルフェニ
ル）４，４’－ビフェニレンジホスホナイト、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１
０－テトラ－第三ブチル－１２Ｈ－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシ
ン、ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）メチルホスフィット、ビス（
２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット、６－フルオロ－２
，４，８，１０－テトラ－第三ブチル－１２－メチル－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２
－ジオキサホスホシン、２，２’，２’’－ニトリロ［トリエチルトリス（３，３’，５
，５’－テトラ－第三ブチル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）ホスフィット
］、２－エチルヘキシル（３，３’，５，５’－テトラ－第三ブチル－１，１’－ビフェ
ニル－２，２’－ジイル）ホスフィット、５－ブチル－５－エチル－２－（２，４，６－
トリ－第三ブチルフェノキシ）－１，３，２－ジオキサホスフィラン。
　以下のホスフィットが特に好ましい：
　トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット（イルガフォス（登録商標ｌ
ｒｇａｆｏｓ）１６８、チバ　スペシャルティ　ケミカルズ　インコーポレーテッド）、
トリス（ノニルフェニル）ホスフイット、
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【化３２】

【００８８】
　５．ヒドロキシルアミン、
　例えば、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシル
ヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、水素化
牛脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【００８９】
　６．ニトロン、
　例えば、Ｎ－ベンジル－α－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－α－メチルニトロン、Ｎ
－オクチル－α－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシルニトロン、Ｎ－テト
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ラデシル－α－トリデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ
－オクタデシル－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプタデシルニト
ロン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－α－ヘプタデ
シルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、水素化牛脂アミンから誘
導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導されたニトロン。
【００９０】
　７．チオ相乗剤、
　例えば、ジラウリルチオジプロピオネート、ジミスチリルチオジプロピオネート、ジス
テアリルチオジプロピオネート又はジステアリルジスルフィド。
【００９１】
　８．過酸化物掃去剤、
　例えば、β－チオジプロピオン酸のエステル、例えば、ラウリル、ステアリル、ミリス
チル又はトリデシルエステル、メルカプトベンゾイミダゾール又は２－メルカプトベンゾ
イミダゾールの亜鉛塩、亜鉛ジブチルジチオカルバメート、ジオクタデシルジスルフィド
、ペンタエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【００９２】
　９．ポリアミド安定剤
　例えば、ヨウ化物及び／又はリン化合物と組み合わせた銅塩及び二価マンガンの塩。
【００９３】
　１０．塩基性補助安定剤
　例えば、メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレー
ト、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、高級脂肪酸の
アルカリ金属塩及びアルカリ土類金属塩、例えばステアリン酸カルシウム、ステアリン酸
亜鉛、ベヘン酸マグネシウム、ステアリン酸マグネシウム、リシノール酸ナトリウム及び
パルミチン酸カリウム、ピロカテコール酸アンチモン又はピロカテコール酸亜鉛。
【００９４】
　１１．核剤、
　例えば、タルクのような無機物質、二酸化チタン、酸化マグネシウムのような金属酸化
物、好ましくはアルカリ土類金属のリン酸塩、炭酸塩又は硫酸塩；モノ－又はポリカルボ
ン酸のような有機化合物及びそれらの塩、例えば、４－第三ブチル安息香酸、アジピン酸
、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウム又は安息香酸ナトリウム；イオンコポリマー（ア
イオノマー）のようなポリマー化合物。とりわけ好ましくは１，３：２，４－ビス（３’
，４’－ジメチルベンジリデン）ソルビトール、１，３：２，４－ジ（パラメチルジベン
ジリデン）ソルビトール、及び１，３：２，４－ジ（ベンジリデン）ソルビトール。
【００９５】
　１２．充填材及び強化剤、
　例えば、炭酸カルシウム、シリケート、ガラス繊維、ガラス球、アスベスト、タルク、
カオリン、雲母、硫酸バリウム、金属酸化物及び金属水酸化物、カーボンブラック、グラ
ファイト、木粉及び他の天然物の粉末又は繊維、合成繊維。
【００９６】
　１３．他の添加剤
　例えば、可塑剤、滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー添加剤、触媒、流れ調節剤、蛍光増
白剤、防炎加工剤、帯電防止剤及び発泡剤。
【００９７】
　１４．ベンゾフラノン及びインドリノン、
　例えば、米国特許第４，３２５，８６３号明細書；米国特許第４，３３８，２４４号明
細書；米国特許第５，１７５，３１２号明細書；米国特許第５，２１６，０５２号明細書
；米国特許第５，２５２，６４３号明細書；独国特許出願公開第４３１６６１１号明細書
；独国特許出願公開第４３１６６２２号明細書；独国特許出願公開第４３１６８７６号明
細書；欧州特許出願公開第０５８９８３９号明細書、欧州特許出願公開第０５９１１０２
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号明細書；欧州特許出願公開第１２９１３８４号明細書に開示されるもの、又は３－［４
－（２－アセトキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ－第三ブチル－ベンゾフラノ－２
－オン、５，７－ジ－第三ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェ
ニル］ベンゾフラノ－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－
［２－ヒドロキシエトキシ］フェニル）ベンゾフラノ－２－オン］、５，７－ジ－第三ブ
チル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラノ－２－オン、３－（４－アセトキシ－
３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ－２－オン、３－（
３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフ
ラノ－２－オン、３－（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフ
ラノ－２－オン、３－（２，３－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフ
ラノ－２－オン、３－（２－アセチル－５－イソオクチルフェニル）－５－イソオクチル
ベンゾフラノ－２－オン。
【００９８】
　好ましい態様に従って、組成物は、以下の成分
（Ｄ－Ｉ）充填剤又は強化剤、
（Ｄ－ＩＩ）顔料、
（Ｄ－ＩＩＩ）光安定剤、
（Ｄ－ＩＶ）加工添加剤、
（Ｄ－Ｖ）抗酸化剤、
（Ｄ－ＶＩ）Ｃａ、Ｍｇ、Ｚｎ又はＡｌの無機又は有機塩、又は、Ｃａ、Ｍｇ、Ｚｎ又は
Ａｌの酸化物、
（Ｄ－ＶＩＩ）テルペン誘導体、アントラキノン誘導体及び／又はベンゾフェノン誘導体
、
（Ｄ－ＶＩＩＩ）無機酸化剤
の１種以上を含む。
【００９９】
　成分（Ｄ－Ｉ）は、例えば炭酸カルシウム、シリカ、ガラス繊維、ガラス球、タルク、
カオリン、雲母、硫酸バリウム、金属酸化物及び金属水酸化物、カーボンブラック、グラ
ファイト、木粉、他の天然物の粉末、合成繊維及びステアリン酸カルシウム又はステアリ
ン酸亜鉛等の充填剤として使用される金属ステアリン酸塩；不飽和有機ポリマー、例えば
、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリオクテナマー（ｐｏｌｙｏｃｔｅｎａｍｅｒ）
、又は不飽和酸、例えばステアリン酸、オレイン酸、リノール酸又はリノレン酸；及び、
更なるポリマー、例えば酸化ポリエチレン又は酸化ポリプロピレンを含む。
【０１００】
　成分（Ｄ－ＩＩ）は、例えばカーボンブラック、二酸化チタン（例えば、１０００μｍ
ないし１０ｎｍの粒径を有し得、かつ所望により表面処理され得るアナターゼ又はルチル
）又は農業用品においてしばしば使用される他の有機又は無機着色顔料（例えば、カーボ
ンブラック、ブラウン、シルバー、レッド、グリーン）である。
【０１０１】
　成分（Ｄ－ＩＩＩ）は、好ましくは、ヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）又はＵＶ
吸収剤である。例は、上記添加剤のリストの項目２下で開示されている。好ましいヒンダ
ードアミン光安定剤の例はまた、ここに参照として組み込まれ、かつ米国特許出願第１０
／２５７，３３９号に対応する国際公開第０１／９２，３９２号パンフレットにおいて、
例えば成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）として開示された化合物である。
【０１０２】
　成分（Ｄ－ＩＶ）は、例えば、抗スリップ／抗ブロック添加剤、可塑剤、蛍光増白剤、
帯電防止剤又は発泡剤である。
【０１０３】
　成分（Ｄ－Ｖ）は、例えば、上記の添加剤リストの項目１に列挙された抗酸化剤の１種
である。フェノール系抗酸化剤が好ましい。
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【０１０４】
　成分（Ｄ－ＶＩ）は、例えば、金属ステアリン酸塩、例えばステアリン酸カルシウム又
はステアリン酸亜鉛；又は、酸化亜鉛（例えば、１０００μｍないし１０ｎｍの粒径を有
し得、かつ所望により表面処理され得る）である。
【０１０５】
　成分（Ｄ－ＶＩＩ）は、例えば、天然又は合成ポリテルペン樹脂である。ポリテルペン
は、市販で入手可能であるか、又は既知の方法に従って製造され得る。
【０１０６】
　ポリテルペン樹脂は、例えば、非環式テルペン又は環式テルペン、例えば単環式テルペ
ン又は二環式テルペンに基づく。テルペン炭化水素に基づくポリテルペンが好ましい。
【０１０７】
　非環式テルペンの例は、
　テルペン炭化水素、例えば、ミルセン、オシメン及びβ－ファルネセン（ｆａｒｎｅｃ
ｅｎｅ）；
　テルペンアルコール、例えば、ジヒドロミルセノール、（２，６－ジメチル－７－オク
テノ－２－オール）、ゲラニオール（３，７－ジメチル－トランス－２，６－オクタジエ
ノ－１－オール）、ネロール（３，７－ジメチル－シス－２，６－オクタジエノ－１－オ
ール）、リナロオール（３，７－ジメチル－１，６－オクタジエノ－３－オール）、ミル
セノール（２－メチル－６－メチレン－７－オクテノ－２－オール）、ラバンジュロール
、シトロネロール（３，７－ジメチル－６－オクテノ－１－オール）、トランス－トラン
ス－ファルネソール（３，７，１１－トリメチル－２，６，１０－ドデカトリエノ－１－
オール）及びトランス－ネロリドール（３，７，１１－トリメチル－１，６，１０－ドデ
カトリエノ－３－オール）：
　テルペンアルデヒド及びアセタール、例えば、シトラール（３，７－ジメチル－２，６
－オクタジエナ－１－アール）、シトラールジエチルアセタール（３，７－ジメチル－２
，６－オクタジエナ－１－アールジエチルアセタール）、シトロネラール（３，７－ジメ
チル－６－オクテナ－１－アール）、シトロネリルオキシアセトアルデヒド及び２，６，
１０－トリメチル－９－ウンデセナール；
　テルペンケトン、例えば、タゲトン、ソラノン及びゲラニルアセトン（６，１０－ジメ
チル－５，９－ウンデカジエノ－２－オン）；
　テルペン酸及びエステル、例えば、シス－ゲラン酸、シトロネル酸、ゲラニルエステル
（蟻酸ゲラニル、酢酸ゲラニル、プロピオン酸ゲラニル、イソ酪酸ゲラニル及びイソ吉草
酸ゲラニルを含む）、ネリルエステル（酢酸ネリルを含む）、リナリルエステル（蟻酸リ
ナリル、酢酸リナリル、プロピオン酸リナリル、酪酸リナリル及びイソ酪酸リナリルを含
む）、ラバンジュリルエステル（酢酸ラバンジュリルを含む）、シトロネリルエステル（
蟻酸シトロネリル、酢酸シトロネリル、プロピオン酸シトロネリル、イソ酪酸シトロネリ
ル、イソ吉草酸シトロネリル及びチグリン酸シトロネリルを含む）；及び、
　窒素含有不飽和テルペン誘導体、例えば、シス－ゲラン酸ニトリル及びシトロネル酸ニ
トリル
である。
【０１０８】
　環式テルペンの例は、
　環式テルペン炭化水素、例えば、リモネン（１，８－ｐ－メタジエン）、α－テルピネ
ン、γ-テルピネン（１，４－ｐ－メンタジエン）、テルピノレン、α－フェランドレン
（１，５－ｐ－メンタジエン）、β－フェランドレン、α－ピネン（２－ピネン）、β－
ピネン（２（１０）－ピネン）、カンフェン、３－カレン、カリオフェレン、（＋）－バ
レンセン、ツヨプセン、α－セドレン、β－セドレン及び ロンギフォレン；
　環式テルペンアルコール及びエーテル、例えば、（＋）－ネオイソ－イソプレゴール、
イソプレゴール（８－ｐ－メンテノ－３－オール）、α－テルピネオール（１－ｐ－メン
テノ－８－オール）、β－テルピネオール、γ－テルピネオール、δ－テルピネオール及
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び１－テルピノ－４－オール（１－ｐ－メンテノ－４－オール）；
　環式テルペンアルデヒド及びケトン、例えば、
カルボン（１，８－ｐ－マンタジエノ－６－オン）、α－イオノン（Ｃ13Ｈ20Ｏ）、β－
イオノン（Ｃ13Ｈ20Ｏ）、γ－イオノン（Ｃ13Ｈ20Ｏ）、イロン（α－、β－、γ－）（
Ｃ14Ｈ22Ｏ）、ｎ－メチルイオノン（α－、β－、γ－）（Ｃ14Ｈ22Ｏ）、イソメチルイ
オノン（α－、β－、γ－）（Ｃ14Ｈ22Ｏ）、アリルイオノン（Ｃ16Ｈ24Ｏ）、プソイド
イオノン、ｎ－メチルプソイドイオノン、イソメチルプソイドイオノン、ダマスコン（１
－（２，６，６－トリメチルシクロヘキセニル）－２－ブテノ－１－オン；β－ダマセノ
ン（１－（２，６，６－トリメチル－１，３－シクロハジエニル）－２－ブテノ－１－オ
ン））、ヌートカトン（５，６－ジメチル－８－イソプロペニルビシクロ［４.４.０］－
１－デセノ－３－オン）及びセドリルメチルケトン（Ｃ17Ｈ26Ｏ）；及び
　環式テルペンエステル、例えば、α－テルピニルアセテート（１－ｐ－メンテニ－８－
イルアセテート）、ノピルアセテート（（－）－２－（６，６－ジメチルビシクロ［３.
１.１］へプテ－２－エニ－２－イル）エチルアセテート）及びクシミルアセテート（ｋ
ｈｕｓｙｍｉｌ　ａｃｅｔａｔｅ）
である。
【０１０９】
　更なる適当なテルペン誘導体は、Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ
　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ＆Ｓｏｎｓ，
第４版（１９９４）、Ｖｏｌ．２３，ｐ．８３３－８８２で見られ得る。
【０１１０】
　ポリテルペンの基礎原料としての役割を果たし得るテルペンの好ましい例は、トリシク
レン、α－ピネン，α－フェンケン、カンフェン、β－ピネン、ミルセン、シス－ピナン
、シス／トランス－ｐ－８－メンテン、トランス－２－ｐ－メンテン、ｐ－３－メンテン
、トランス－ｐ－メンタン、３－カレン，シス－ｐ－メンタン、１，４－シネオール、１
，８－シネオール、α－テルピネン、ｐ－１－メンテン、ｐ－４（８）－メンテン、リモ
ネン、ｐ－シメン、γ－テルピネン、ｐ－３，８－メンタジエン、ｐ－２，４（８）－メ
ンタジエン及びテルピノレンである。
【０１１１】
　成分（Ｄ－ＶＩＩ）の更なる例は、テルペンと構造的に関連した以下の脂環式化合物で
ある；
　アルコール、例えば、５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテニ－１－イル
）－３－メチルペンタノ－２－オール；
　アルデヒド、例えば、２，４－ジメチル－３－シクロヘキセンカルボキシアルデヒド、
４－（４－メチル－３－ペンテニ－１－イル）－３－シクロヘキセンカルボキシアルデヒ
ド及び４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）－３－シクロヘキセンカルボキシア
ルデヒド；
　ケトン、例えば、シベトン、ジヒドロジャスモン（３－メチル－２－ペンチル－２－シ
クロペンテノ－１－オン）、シス－ジャスモン（３－メチル－２－（２－シス－ペンテニ
－１－イル）－２－シクロペンテノ－１－オン）、５－シクロヘキサデセノ－１－オン、
２，３，８，８－テトラメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－２－
ナフタレニルメチルケトン及び３－メチル－２－シクロペンテノ－２－オール－１－オン
；及び、
　エステル、例えば、４，７－メタノ－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－５
－（又は６）－インデニルアセテート、アリル３－シクロヘキシルプロピオネート、メチ
ルジヒドロジャスモネートメチル（３－オキソ－２－ペンチルシクロペンチル）アセテー
ト。
【０１１２】
　本発明において使用されるポリテルペンは、前記テルペンと他の不飽和有機化合物の共
重合からも誘導され得る。
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【０１１３】
　成分（Ｄ－ＶＩＩ）の他の例は、不飽和コールタール副産物ポリマー、例えばクマロン
－インデン樹脂、ロジン等である。
【０１１４】
　本発明の成分（Ｄ－ＶＩＩ）は、好ましくは、ポリ－α－ピネン、ポリ－β－ピネン、
ポリリモネン又はα－ピネンのコポリマー、β－ピネンのコポリマー又はリモネンのコポ
リマーからなる群から選択されるポリテルペン樹脂である。ポリ－β－ピネンが特に好ま
しい。
【０１１５】
　テルペンベースの炭化水素樹脂は、典型的には、それぞれ木工業及び柑橘産業から得ら
れる、α－ピネン、β－ピネン及びｄ－リモネン等の生成物に基づく。テルペンベースの
樹脂は、１９３０年代中頃から入手可能である（Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌ
ｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ
＆Ｓｏｎｓ，第４版（１９９４），Ｖｏｌ．１３，ｐ．７１７－７１８）。モノテルペン
の重合は、最も一般的には、塩化アルミニウム等のフリーデル－クラフト型触媒系を利用
したカルボカチオン重合によってなされる（Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐ
ｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ＆Ｓ
ｏｎｓ，第４版（１９９４），Ｖｏｌ．１，ｐ．４５９）。
【０１１６】
　一般に、成分（Ｄ－ＶＩＩ）のポリテルペンは、テルペン単位を１つ以上有する。それ
らは、好ましくは、約４００ｇ／ｍｏｌないし約１４００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する。
【０１１７】
　成分（Ｄ－ＶＩＩＩ）は、特に、アルカリ金属又はアルカリ土類金属の、又は、遷移金
属の無機過酸化物又は無機超酸化物である。過酸化物としての成分（Ｄ－ＶＩＩＩ）の適
当な例は、過酸化マグネシウム（ＭｇＯ2）、過酸化カルシウム（ＣａＯ2）、過酸化スト
ロンチウム（ＳｒＯ2）、過酸化バリウム（ＢａＯ2）、過酸化リチウム（Ｌｉ2Ｏ2）、過
酸化ナトリウム（Ｎａ2Ｏ2）、過酸化カリウム（Ｋ2Ｏ2）、過酸化亜鉛（ＺｎＯ2）、過
酸化銀（Ａｇ2Ｏ2）、過酸化銅又は過酸化鉄である。超酸化物としての成分（Ｄ－ＶＩＩ
Ｉ）の適当な例は、超酸化リチウム（ＬｉＯ2）、超酸化ナトリウム（ＮａＯ2）、超酸化
カリウム（ＫＯ2）、超酸化ルビジウム（ＲｂＯ2）及び超酸化セシウム（ＣｓＯ2）であ
る。好ましいものは、過酸化リチウム、過酸化ナトリウム、過酸化マグネシウム、過酸化
カルシウム、過酸化バリウム、過酸化亜鉛及び超酸化カリウムである。特に好ましいもの
は、過酸化ナトリウム、過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム及び過酸化亜鉛である。
本発明において有用な無機過酸化物又は超酸化物の包括的な概要は、参照としてここに組
み込まれるＫｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ＆Ｓｏｎｓ，第４版（１９９４），Ｖ
ｏｌ．１８，２０２－２２９頁に記載されている。上記過酸化物及び／又は超酸化物のブ
レンドも使用され得る。
【０１１８】
　成分（Ｄ－ＶＩＩＩ）は、好ましくは、アルカリ金属、アルカリ土類金属又は遷移金属
の無機過酸化物又はアルカリ金属、アルカリ土類金属又は遷移金属の無機超酸化物である
。
【０１１９】
　成分（Ｄ－ＶＩＩＩ）の更なる好ましい例は、過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム
、過酸化ストロンチウム、過酸化バリウム、過酸化リチウム、過酸化ナトリウム、過酸化
カリウム、過酸化亜鉛、過酸化銀、過酸化銅、過酸化鉄、超酸化リチウム、超酸化ナトリ
ウム、超酸化カリウム、超酸化ルビジウム及び超酸化セシウム；特に過酸化ナトリウム、
過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム及び過酸化亜鉛；特に過酸化カルシウムである。
【０１２０】
　成分（Ｄ－ＶＩＩＩ）は、都合よくは、湿気と接触した場合、活性補助前劣化剤種（ｐ
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ｒｏｄｅｇｒａｄａｎｔ　ｓｐｅｃｉｅ）を遊離させるために水と反応する化合物であっ
て、１００ないし３００℃の温度範囲で熱加工可能な化合物である。
【０１２１】
　本発明に従ったポリマー物品は、低温、室温又は高温において、日光及び／又は湿気に
よる高い分解性を要するあらゆるプラスチック製品類であり得る。
【０１２２】
　例えば、適当なポリマー物品は、プラスチックフィルム、シート、バッグ、ボトル、発
泡スチロールカップ、プレート、家庭用品、ブリスターパック、箱、包装材料、プラスチ
ック繊維、テープ、農業用品、例えばトワイン農業用フィルム、マルチフィルム、小型ト
ンネルフィルム、バナナバッグ（ｂａｎａｎａ　ｂａｇ）、直接カバー、不織布、農業用
の鉢、ジオテキスタイル、埋め立てカバー、工業用カバー、廃棄物用カバー、仮設足場用
シート、建物フィルム、シルトフェンス、家禽用カーテン、仮設収容施設用フィルム、使
い捨てオムツ、使い捨て衣類等である。
【０１２３】
　好ましい態様に従って、ポリマー物品は、例えば、マルチフィルム、列カバー（ｒｏｗ
　ｃｏｖｅｒ）、小型トンネルフィルム、バナナバッグ（ｂａｎａｎａ　ｂａｇ）、直接
カバー、不織布、トワイン及び鉢からなる群から選択される農業用品である。
【０１２４】
　５ないし１００ミクロンの厚さを有する単層又は３層マルチフィルムであるが、（１）
及び（２）の但し書きは適用されないところのポリマー物品が特に好ましい。
【０１２５】
　５ないし１００ミクロンの厚さを有し、かつ、土壌に部分的に埋められる単層又は３層
マルチフィルムであるが、（１）及び（２）の但し書きは適用されないところのポリマー
物品も好ましい。
【０１２６】
　他の好ましい態様に従って、ポリマー物品は、パッケージ材料である、及び／又は、消
費者製品（例えば、スパーマーケット用バッグ又はゴミ袋）として使用される。
【０１２７】
　パッケージ材料は、特に食品、飲料又は化粧品用である。
【０１２８】
　更なる好ましい態様に従って、ポリマー物品は衛生用品又は医薬用品である。
【０１２９】
　好ましいものはまた、フィルム、繊維、異形材、ボトル、タンク、容器、シート、バッ
グ、発泡スチロールカップ、プレート、ブリスターパック、箱、包装材料及びテープから
なる群から選択されるポリマー物品である。
【０１３０】
　本発明に従ったポリマー物品が建設地域に有用である場合、それは、例えばジオメンブ
レン、ジオテキスタイル、ジオグリッド又は足場フィルムであり得る。
【０１３１】
　ポリマー物品は、押出し、押出吹込み、フィルム流延、インフレート法、圧延、射出成
形、吹込み成形、圧縮成形、熱成形、紡糸、吹込み押出し及び回転注型を含むが、これら
に限定されない当業者に利用可能なあらゆる方法で製造され得る。
【０１３２】
　射出成形、吹込み成形、圧縮成形、回転成形、スラッシ成形、押出し、フィルム流延、
インフレート法、圧延、熱成形、紡糸又は回転注型によって成形されるポリマー物品が特
に好ましい。
【０１３３】
　成分（Ａ）の例は、以下の通りである：
　１．モノオレフィン及びジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブテ－１－エン、ポリ－４－メチルペンテ－１－エン、ポリビニルシクロヘ
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キサン、ポリイソプレン又はポリブタジエン、並びにシクロオレフィン、例えばシクロペ
ンテン又はノルボルネンのポリマー、ポリエチレン（所望により架橋され得る）、例えば
高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度及び高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ
）、高密度及び超高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（
ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ
）、（ＶＬＤＰＥ）及び（ＵＬＤＰＥ）。
【０１３４】
　ポリオレフィン、すなわち前の段落において例示したモノオレフィンのポリマー、好ま
しくはポリエチレン及びポリプロピレンは、異なる方法によりそしてとりわけ以下の方法
により調製され得る：
　ａ）ラジカル重合（通常は高圧下及び高温において）。
　ｂ）周期表のＩＶｂ、Ｖｂ、ＶＩｂ又はＶＩＩＩ群の金属の一つ又はそれ以上を通常含
む触媒を使用した触媒重合。これらの金属は通常、一つ又はそれ以上の配位子、典型的に
はπ－又はσ－配位し得るオキシド、ハロゲン化物、アルコレート、エステル、エーテル
、アミン、アルキル、アルケニル及び／又はアリールを有する。これらの金属錯体は遊離
形態であるか、又は基材に、典型的には活性化塩化マグネシウム、チタン（ＩＩＩ）クロ
リド、アルミナ又は酸化ケイ素に固定され得る。これらの触媒は、重合媒体中に可溶又は
不溶であり得る。該触媒は重合においてそのまま使用され得、又は他の活性化剤、典型的
には金属アルキル、金属ヒドリド、金属アルキルハライド、金属アルキルオキシド又は金
属アルキルオキサンであって、該金属が周期表のＩａ、ＩＩａ及び／又はＩＩＩａ群の元
素であるものが使用され得る。活性化剤は、他のエステル、エーテル、アミン又はシリル
エーテル基で都合良く変性され得る。これらの触媒系は大抵、フィリップス（Ｐｈｉｌｉ
ｐｓ）、スタンダードオイルインディアナ（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｏｉｌ　Ｉｎｄｉａｎａ
）、チグラー（Ｚｉｅｇｌｅｒ）（－ナッタ（Ｎａｔｔａ））、ＴＮＺ（デュポン（Ｄｕ
Ｐｏｎｔ））、メタロセン又はシングルサイト触媒（ＳＳＣ）と命名される。
【０１３５】
　２．１）で言及されたポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレン、
ポリプロピレンとポリエチレン（例えば、ＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤＰＥ）の混合物、
及び異なる型のポリエチレンの混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【０１３６】
　３．モノオレフィン及びジオレフィンの互いの又は他のビニルモノマーとのコポリマー
、例えばエチレン／プロピレンコポリマー、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）及
びその低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブテ－１－エンコポリ
マー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブテ－１－エンコポリマー、エ
チレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘプテ
ンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン／ビニルシクロヘキサンコポリ
マー、エチレン／シクロオレフィンコポリマー（例えば、エチレン／ノルボルネン様ＣＯ
Ｃ）、１－オレフィンがその場で生成されるエチレン／１－オレフィンコポリマー；プロ
ピレン／ブタジエンコポリマー、イソブチレン／イソプレンコポリマー、エチレン／ビニ
ルシクロヘキセンコポリマー、エチレン／アルキルアクリレートコポリマー、エチレン／
アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリマー又はエチレン／ア
クリル酸コポリマー及びそれらの塩（アイオノマー）並びにエチレンとプロピレン及びへ
キサジエン、ジシクロペンタジエン又はエチリデン－ノルボルネンのようなジエンとのタ
ーポリマー；及びそのようなコポリマーの互いの及び１）で上述したポリマーとの混合物
、例えばポリプロピレン／エチレン－プロピレンコポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－酢酸
ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／エチレン－アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、
ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡ及び交互の又はランダムのポリアルキレン／一
酸化炭素コポリマー及びそれらの他のポリマー、例えばポリアミドとの混合物。
【０１３７】
　４．水素化変性物（例えば粘着付与剤）を含む炭化水素樹脂（例えば炭素原子数５ない
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し９）及びポリアルキレン及びデンプンの混合物。
　１．）ないし４．）のホモポリマー及びコポリマーは、シンジオタクチック、アイソタ
クチック、ヘミ－アイソタクチック又はアタクチックを含むいずれの立体構造をも有し得
；アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロックポリマーがまた含まれる。
【０１３８】
　５．ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
【０１３９】
　６．スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエンの全ての異性体、とりわけｐ－ビ
ニルトルエン、エチルスチレン、プロピルスチレン、ビニルビフェニル、ビニルナフタレ
ン、及びビニルアントラセンの全ての異性体、及びそれらの混合物を含む芳香族ビニルモ
ノマーから誘導された芳香族ホモポリマー及びコポリマー。ホモポリマー及びコポリマー
はシンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミ－アイソタクチック又はアタクチックを
含むいずれの立体構造をも有し得；アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロック
ポリマーがまた含まれる。
　６ａ．上述された芳香族ビニルモノマー及びエチレン、プロピレン、ジエン、ニトリル
、酸、マレイン酸無水物、マレイミド、酢酸ビニル及び塩化ビニル又はアクリル誘導体及
びその混合物から選択されたコモノマーを含むコポリマー、例えば、スチレン／ブタジエ
ン、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／エチレン（共重合体）、スチレン／アルキ
ルメタクリレート、スチレン／ブタジエン／アルキルアクリレート、スチレン／ブタジエ
ン／アルキルメタクリレート、スチレン／マレイン酸無水物、スチレン／アクリロニトリ
ル／メチルアクリレート；スチレンコポリマー及び他のポリマー、例えばポリアクリレー
ト、ジエンポリマー又はエチレン／プロピレン／ジエンターポリマーの高耐衝撃性の混合
物；及びスチレン／ブタジエン／スチレン、スチレン／イソプレン／スチレン、スチレン
／エチレン／ブチレン／スチレン又はスチレン／エチレン／プロピレン／スチレンのよう
なスチレンのブロックコポリマー。
　６ｂ．６．）で言及されたポリマーの水素化から誘導された水素化芳香族ポリマー、と
りわけアタクチックポリスチレンを水素化することにより調製されるポリシクロヘキシル
エチレン（ＰＣＨＥ）を含み、それはしばしばポリビニルシクロヘキサン（ＰＶＣＨ）と
して言及される。
　６ｃ．６ａ．）で言及されたポリマーの水素化から誘導された水素化芳香族ポリマー。
　ホモポリマー及びコポリマーはシンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミ－アイソ
タクチック又はアタクチックを含むいずれの立体構造をも有し得；アタクチックポリマー
が好ましい。ステレオブロックポリマーがまた含まれる。
【０１４０】
　７．スチレン又はα－メチルスチレンのような芳香族ビニルモノマーのグラフトコポリ
マー、例えばポリブタジエンにスチレン、ポリブタジエン－スチレン又はポリブタジエン
－アクリロニトリルコポリマーにスチレン；ポリブタジエンにスチレン及びアクリロニト
リル（又はメタクリロニトリル）；ポリブタジエンにスチレン、アクリロニトリル及びメ
チルメタクリレート；ポリブタジエンにスチレン及びマレイン酸無水物；ポリブタジエン
にスチレン、アクリロニトリル及びマレイン酸無水物又はマレイミド；ポリブタジエンに
スチレン及びマレイミド；ポリブタジエンにスチレン及びアルキルアクリレート又はメタ
クリレート；エチレン／プロピレン／ジエンターポリマーにスチレン及びアクリロニトリ
ル；ポリアルキルアクリレート又はポリアルキルメタクリレートにスチレン及びアクリロ
ニトリル；アクリレート／ブタジエンコポリマーにスチレン及びアクリロニトリル、並び
にそれらの６）に列挙されたコポリマーとの混合物、例えばＡＢＳ、ＭＢＳ、ＡＳＡ又は
ＡＥＳポリマーとして既知であるコポリマー混合物。
【０１４１】
　８．ポリクロロプレン、塩化ゴム、イソブチレン－イソプレンの塩化及び臭化コポリマ
ー（ハロブチルゴム）、塩化又はスルホ塩化ポリエチレン、エチレン及び塩化エチレンの
コポリマー、エピクロロヒドリンホモ－及びコポリマーのようなハロゲン原子含有ポリマ
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ー、とりわけハロゲン原子含有ビニル化合物のポリマー、例えばポリ塩化ビニル、ポリ塩
化ビニリデン、ポリフッ化ビニル、ボリフッ化ビニリデン並びに塩化ビニル／塩化ビニリ
デン、塩化ビニル／酢酸ビニル又は塩化ビニリデン／酢酸ビニルコポリマーのようなそれ
らのコポリマー。
【０１４２】
　９．α，β－不飽和酸から誘導されたポリマー及びポリアクリレート及びポリメタクリ
レートのようなその誘導体；ブチルアクリレートで耐衝撃改善されたポリメチルメタクリ
レート、ポリアクリルアミド及びポリアクリロニトリル。
【０１４３】
　１０．９）で言及されたモノマーの互いの又は他の不飽和モノマーとのコポリマー、例
えばアクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／アルキルアクリレー
トコポリマー、アクリロニトリル／アルコキシアルキルアクリレート又はアクリロニトリ
ル／ビニルハライドコポリマー又はアクリロニトリル／アルキルメタクリレート／ブタジ
エンターポリマー。
【０１４４】
　１１．不飽和アルコール及びアミンから誘導されたポリマー又はそれらのアシル誘導体
又はアセタール、例えばポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルステアレー
ト、ポリビニルベンゾエート、ポリビニルマレエート、ポリビニルブチラール、ポリアリ
ルフタレート又はポリアリルメラミン；並びに上記１）で言及されたオレフィンとそれら
のコポリマー。
【０１４５】
　１２．ポリアルキレングリコール、ボリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド又
はビスグリシジルエーテルとそれらのコポリマーのような環状エーテルのホモポリマー及
びコポリマー。
【０１４６】
　１３．ポリオキシメチレンのようなポリアセタール及びコモノマーとしてエチレンオキ
シドを含むポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン、アクリレート又はＭＢＳで変性
されたポリアセタール。
【０１４７】
　１４．ポリフェニレンオキシド及びスルフィド、及びポリフェニレンオキシドとスチレ
ンポリマー又はポリアミドとの混合物。
【０１４８】
　１５．一方はヒドロキシル末端化されたポリエーテル、ポリエステル又はポリブタジエ
ンと、他方は脂肪族又は芳香族のポリイソシアナートから誘導されたポリウレタン、並び
にそれらの前駆体。
【０１４９】
　１６．ジアミシとジカルボン酸から及び／又はアミノカルボン酸又は対応するラクタム
から誘導されたポリアミド及びコポリアミド、例えばポリアミド４、ポリアミド６、ポリ
アミド６／６、６／１０、６／９、６／１２、４／６、１２／１２、ポリアミド１１、ポ
リアミド１２、ｍ－キシレンジアミン及びアジピン酸から開始した芳香族ポリアミド；へ
キサメチレンジアミン及びイソフタル酸及び／又はテレフタル酸から及び変性剤としての
エラストマーを用いて又は用いずに調製されたポリアミド、例えばポリ－２，４，４－ト
リメチルヘキサメチレンテレフタルアミド又はポリ－ｍ－フェニレンイソフタルアミド：
及び上述されたポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、アイオノマー又は
化学的に結合されたか又はグラフトされたエラストマーとのブロックコポリマー；又は例
えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール又はポリテトラメチレングリコ
ールのようなポリエーテルとのブロックコポリマー；並びにＥＰＤＭ又はＡＢＳで変性さ
れたポリアミド又はコポリアミド；及び加工の間に縮合されたポリアミド（ＲＩＭポリア
ミド系）。
【０１５０】
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　１７．ポリ尿素、ポリイミド、ボリアミド－イミド、ポリエーテルイミド、ポリエステ
ルイミド、ポリヒダントイン及びポリベンズイミダゾール。
【０１５１】
　１８．ジカルボン酸とジアルコールから及び／又はヒドロキシカルボン酸又は対応する
ラクトンから誘導されたポリエステル、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリブチレ
ンテレフタレート、ポリ－１，４－ジメチロールシクロヘキサンテレフタレート、ポリア
ルキレンナフタレート（ＰＡＮ）及びポリヒドロキシベンゾエート、並びにヒドロキシル
末端化ポリエーテルから誘導されたブロックコポリエーテルエステル；及びまたポリカー
ボネート又はＭＢＳで変性されたポリエステル。
【０１５２】
　１９．ポリカーボネート及びポリエステルカーボネート。
【０１５３】
　２０．ポリケトン。
【０１５４】
　２１．ポリスルホン、ポリエーテルスルホン及びポリエーテルケトン。
【０１５５】
　２２．フェノール／ホルムアルデヒド樹脂、尿素／ホルムアルデヒド樹脂及びメラミン
／ホルムアルデヒド樹脂のような、１方ではアルデヒドから、他方ではフェノール、尿素
及びメラミンから誘導された架橋ポリマー。
【０１５６】
　２３．乾性及び非乾性アルキド樹脂。
【０１５７】
　２４．飽和及び不飽和ジカルボン酸と、架橋剤としての多価アルコール及びビニル化合
物とのコポリマーから誘導される不飽和ポリエステル樹脂、及びまたそれ自体が低可燃性
のハロゲン含有変性体。
【０１５８】
　２５．置換されたアクリレートから誘導された架橋性アクリル樹脂、例えばエポキシア
クリレート、ウレタンアクリレート又はポリエステルアクリレート。
【０１５９】
　２６．メラミン樹脂、尿素樹脂、イソシアネート、イソシアヌレート、ポリイソシアネ
ート又はエポキシ樹脂で架橋されたアルキド樹脂、ポリエステル樹脂及びアクリレート樹
脂。
【０１６０】
　２７．脂肪族、環式脂肪族、複素環式又は芳香族グリシジル化合物、例えばビスフェノ
ールＡとビスフェノールＦのジグリシジルエーテル生成物から誘導される架橋されたエポ
キシ樹脂であって、酸無水物又はアミンのような慣用の硬化剤により、又は所望により促
進剤の存在下、架橋された前記エポキシ樹脂。
【０１６１】
　２８．セルロース、ゴム、ゼラチンのような天然ポリマー及び化学的に変性されたそれ
らの同族の誘導体、例えば酢酸セルロース、プロピオン酸セルロース及び酪酸セルロース
、又はメチルセルロースのようなセルロースエーテル、並びにロジン及びその誘導体。
【０１６２】
　２９．前記ポリマーのブレンド（ポリブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリアミド
／ＥＰＤＭ又はＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ／ＡＢ
Ｓ、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／アクリ
レート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリレート、ＰＯ
Ｍ／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６及びコポリマー、ＰＡ／ＨＤＰＥ、
ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳ又はＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ。
【０１６３】
　成分（Ａ）は、好ましくは、熱可塑性合成ポリマーである。
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　好ましい例は、以下のものである。
　ａ）エチレン及びプロピレン、並びに、高級１－オレフィン、例えば１－ブテン、１－
ペンテン、１－ヘキセン又は１－オクテン等のオレフィンモノマーのホモ及びコポリマー
。好ましいものは、ポリエチレン、ＬＤＰＥ及びＬＬＤＰＥ、ＨＤＰＥ及びポリプロピレ
ンである。
　ｂ）オレフィンモノマーとジオレフィンモノマー、例えばブタジエン、イソプレン及び
環式オレフィン、例えばノルボルネンのホモ及びコポリマー。
　ｃ）１つ以上の１－オレフィン及び／又はジオレフィンと一酸化炭素との及び／又は、
アクリル酸及びその対応するアクリルエステル、メタクリル酸及びその対応するエステル
、酢酸ビニル、ビニルケトン、スチレン、無水マレイン酸及び塩化ビニルを含むがこれら
に制限されない他のビニルモノマーとのコポリマー。
　ｄ）ポリビニルアルコール。
　ｅ）他の熱可塑性物質、例えば、ポリ（メタ）アクリレートエステル、ポリスチレン、
スチレン－アクリロニトリルコポリマー、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポ
リマー、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルブチラール
、エチレン－ビニルアルコールコポリマー、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポ
リブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、液状の液晶ポリエステル（ＬＣＰｓ）、ポリアセ
タール（例えば、ＰＯＭ）、ポリアミド（ＰＡ）、ポリカーボネート、ポリウレタン及び
硫化ポリフェニレン（ＰＰＳ）；２種以上のこれらの樹脂から形成されたポリマーブレン
ド又はポリマーアロイ；及び、充填剤、例えばガラス繊維、炭素繊維、半炭化繊維、セル
ロース繊維及びガラスビーズ、難燃剤、発泡剤、抗菌剤、架橋剤、微細なポリオレフィン
樹脂粉末、ポリオレフィンワックス、エチレンビスアミドワックス、金属せっけん等を単
独で又は組み合わせにおいて、これらの樹脂へ添加することによって得られる化合物。
　他方で、熱硬化性樹脂の例は、エポキシ樹脂、メラミン樹脂及び不飽和ポリエステル樹
脂等の熱硬化性樹脂；及び充填剤、例えばガラス繊維、炭素繊維、半炭化繊維、セルロー
ス繊維及びガラスビーズ、難燃剤等を単独で又は組み合わせにおいて、これらの樹脂へ配
合することによって得られる化合物を含み得る。
【０１６４】
　成分（Ａ）の更なる好ましい例は、ポリエチレンスクシネート、ポリブチレンスクシネ
ート、ポリブチレンスクシネート／アジペート、ポリブチレンスクシネート／カーボネー
ト、ポリブチレンスクシネート／テレフタレート、ポリカプロラクトン、ポリ（ヒドロキ
シアルカノエート）、ポリ３－ヒドロキシブチレート、ポリ乳酸、ポリエステルアミド又
はこれらの物質と天然又は変性澱粉、多糖類、リグニン、木粉、セルロース及びキチンの
ブレンドである。
【０１６５】
　本発明の特定の好ましい態様に従って、成分（Ａ）は、ポリオレフィンホモ－又はコポ
リマー、ポリエステルホモ－又はコポリマー、ポリアミドホモ－又はコポリマー、それら
のブレンド、澱粉変性ポリオレフィン又は澱粉ベースのポリマー複合材料である。
【０１６６】
　本発明の更なる好ましい態様に従って、成分（Ａ）は、ポリエチレン、ポリプロピレン
、ポリエチレンコポリマー又はポリプロピレンコポリマーである。
【０１６７】
　成分（Ｂ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．０１ないし１０％、好ま
しくは０．０１ないし５％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在する。
【０１６８】
　成分（Ｃ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．００１ないし１０％、好
ましくは０．００５ないし５％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在する。
【０１６９】
　成分（Ｄ－Ｉ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．０５ないし８０％、
好ましくは０．５ないし７０％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在する。
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【０１７０】
　成分（Ｄ－ＩＩ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．０５ないし４０％
、好ましくは０．０５ないし３０％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在する。
【０１７１】
　成分（Ｄ－ＩＩＩ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．０１ないし２０
％、好ましくは０．０１ないし１０％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在する
。
【０１７２】
　成分（Ｄ－ＩＶ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．０５ないし１０％
、好ましくは０．０５ないし５％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在する。
【０１７３】
　成分（Ｄ－Ｖ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．００５ないし１％、
好ましくは０．０１ないし０．３％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在する。
【０１７４】
　成分（Ｄ－ＶＩ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．００５ないし５％
、好ましくは０．０５ないし１％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在する。
【０１７５】
　成分（Ｄ－ＶＩＩ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．０１ないし１０
％、好ましくは０．０１ないし５％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在する。
【０１７６】
　成分（Ｄ－ＶＩＩＩ）は、好ましくは、成分（Ａ）の質量に対して、０．００５ないし
２０％、好ましくは０．１ないし１５％の量でポリマー物品を形成する組成物中に存在す
る。
【０１７７】
　本発明の更なる態様は、光及び／又は熱及び／又は湿気の存在下において、天然及び／
又は合成ポリマーの分解を促進するための、式（Ｉ）で表わされる化合物の使用である。
【０１７８】
　また、本発明の更なる態様は、光及び／又は熱及び／又は湿気の存在下において、天然
及び／又は合成ポリマーの分解を促進するための方法であって、該方法は、該天然及び／
又は合成ポリマー中に式（Ｉ）で表わされる化合物を配合することを含む方法である。
【０１７９】
　幾つかの式（Ｉ）で表わされる化合物は新規である。よって、本発明の更なる態様は、
以下の通りである。
　態様Ａ：式（ＩＡ）
【化３３】

（式中、
　ｎは、１、２又は４を表わし；
　Ｘは、＞Ｃ＝Ｏを表わし；
　Ｙは、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のア
ルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数５な
いし１２のシクロアルケニル基；６ないし１０個の炭素原子を有する二環式又は三環式の
ヒドロカルビル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフ
ェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換の又は炭素
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原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたジフェニルメ
チル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上
を置換されたトリフェニルメチル基；炭素原子数２ないし３０のアシル基、－ＣＯＯＹ0

、－Ｓｉ（Ｙ1）3又は－Ｓｉ（ＯＹ2）3を表わし；
　Ｙ0、Ｙ1及びＹ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル
基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアル
キル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換
された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが１を表わす場合、Ｚは式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ－ｋ）、（Ｉ
－ｌ）又は（Ｉ－ｍ）
【化３４】

で表わされる基を表わし、
　式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）及び（Ｉ－ｋ）ないし（Ｉ－ｍ）の芳香族環及び式（Ｉ－ｊ
）の残基は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原
子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基、炭素原
子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル
基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又
は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１
２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１８のアリール基、炭素原子数６ない
し１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし３０のカルボキシレート基、炭素原子数
２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子
数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－
Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－Ｃ
ＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基によって置換され；
　Ｚ100、Ｚ101、Ｚ102及びＺ1は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ない
し４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル
基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニ
ル基；又は、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル
基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ）又は（ＩＩ
－ｄ）
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で表わされる基を表わし、
　式（ＩＩ－ａ）ないし（ＩＩ－ｃ）の芳香族環は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原
子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子
数２ないし３０のアルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ない
し１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は
３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ない
し１８のアリール基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし
３０のカルボキシレート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２
ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし
３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－
Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基に
よって置換され；
　Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ1、＞Ｓ＝Ｏ又は－Ｓ（Ｏ）2－、炭素原
子数３ないし３０のジアシル基、炭素原子数３ないし３０のジ（アシルオキシ）基、炭素
原子数３ないし４５のジカルボキシレート基、炭素原子数３ないし４５のジ（カルボキサ
ミド）基、ジアミン又はジアミドを表わし；
　Ｚ3及びＺ4は、互いに独立して、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ2、＞Ｓ＝Ｏ又
は－Ｓ（Ｏ）2－を表わし；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は、未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが４を表わす場合、Ｚは式（ＩＩＩ－ａ）
【化３６】

で表わされる基を表わす。）で表わされる化合物。
【０１８０】
　特に好ましい式（ＩＡ）で表わされる化合物は、
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【化３７】

である。
【０１８１】
　態様Ｂ：式（ＩＢ）
【化３８】

（式中、
　ｎは、１、２又は４を表わし；
　Ｘは、＞Ｓ（Ｏ）2又は＞Ｃ（Ｘ1）（Ｘ2）を表わし；
　Ｘ1及びＸ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、未
置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３
ないし１２のシクロアルキル基；又は未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換されたフェニル基を表わし；
　Ｙは、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子
数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルケニル基；６ないし１０
個の炭素原子を有する二環式又は三環式のヒドロカルビル基、未置換の又は炭素原子数１
ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９
のフェニルアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個
でフェニル基上を置換されたジフェニルメチル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４の
アルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたトリフェニルメチル基；炭素原子
数２ないし３０のアシル基、－ＣＯＯＹ0、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基、－
Ｓｉ（Ｙ1）3又は－Ｓｉ（ＯＹ2）3を表わし；
　Ｙ0、Ｙ1及びＹ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル
基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアル
キル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は
、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換
された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
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　ｎが１を表わす場合、Ｚは式（Ｉ－ａ）、（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｄ）、（Ｉ
－ｅ）、（Ｉ－ｆ）、（Ｉ－ｇ）、（Ｉ－ｈ）、（Ｉ－ｉ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ－ｋ）、
（Ｉ－ｌ）、（Ｉ－ｍ）又は（Ｉ－ｎ）
【化３９】

で表わされる基を表わし、
　式（Ｉ－ａ）ないし（Ｉ－ｄ）及び（Ｉ－ｋ）ないし（Ｉ－ｎ）の芳香族環及び式（Ｉ
－ｅ）ないし（Ｉ－ｊ）の残基は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし３０
のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子数２ないし３０の
アルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数
１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロア
ルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された
炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１８のアリール
基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし３０のカルボキシ
レート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２ないし３０のアシ
ルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし３０のスルホニル
基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂ
ｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基によって置換され；
　Ｚ100、Ｚ101、Ｚ102及びＺ1は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ない
し４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル
基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニ
ル基；又は、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル
基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ）又は（ＩＩ
－ｄ）
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【化４０】

で表わされる基を表わし、
　式（ＩＩ－ａ）ないし（ＩＩ－ｃ）の芳香族環は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原
子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子
数２ないし３０のアルケニル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換
の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ない
し１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は
３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ない
し１８のアリール基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし
３０のカルボキシレート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２
ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし
３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－
Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基に
よって置換され；
　Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ1、＞Ｓ＝Ｏ又は－Ｓ（Ｏ）2－、炭素原
子数３ないし３０のジアシル基、炭素原子数３ないし３０のジ（アシルオキシ）基、炭素
原子数３ないし４５のジカルボキシレート基、炭素原子数３ないし４５のジ（カルボキサ
ミド）基、ジアミン又はジアミドを表わし；
　Ｚ3及びＺ4は、互いに独立して、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ2、＞Ｓ＝Ｏ又
は－Ｓ（Ｏ）2－を表わし；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は、未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが４を表わす場合、Ｚは式（ＩＩＩ－ａ）
【化４１】

で表わされる基を表わす。）で表わされる化合物。
【０１８２】
　態様Ｃ：式（ＩＣ）
【化４２】

（式中、
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　ｎは、１、２又は４を表わし；
　Ｘは、＞Ｓ（Ｏ）2又は＞Ｃ（Ｘ1）（Ｘ2）を表わし；
　Ｘ1及びＸ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、未
置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３
ないし１２のシクロアルキル基；又は未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１
、２又は３個で置換されたフェニル基を表わし；
　Ｙは、水素原子を表わし；
　ｎが１を表わす場合、Ｚは式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｊ）、（Ｉ－ｋ）、（Ｉ
－ｌ）又は（Ｉ－ｍ）
【化４３】

で表わされる基を表わし、
　式（Ｉ－ｂ）、（Ｉ－ｃ）、（Ｉ－ｋ）ないし（Ｉ－ｍ）の芳香族環及び式（Ｉ－ｊ）
の残基は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子
数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基、炭素原子
数２ないし３０のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２
のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１８のアリール基、炭素原子数６ないし
１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし３０のカルボキシレート基、炭素原子数２
ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数
１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ
（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯ
ＯＨからなる群から選択される１つ以上の基によって置換され；
　Ｚ100、Ｚ101、Ｚ102及びＺ1は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ない
し４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル
基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニ
ル基；又は、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル
基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが２を表わす場合、Ｚは、式（ＩＩ－ａ）、（ＩＩ－ｂ）、（ＩＩ－ｃ）又は（ＩＩ
－ｄ）

【化４４】

で表わされる基を表わし、
　式（ＩＩ－ａ）ないし（ＩＩ－ｃ）の芳香族環は、所望により、ヒドロキシ基、炭素原
子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数１ないし３０のアルキルオキシ基、炭素原子
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の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ない
し１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は
３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキルオキシ基；炭素原子数６ない
し１８のアリール基、炭素原子数６ないし１８のアリールオキシ基、炭素原子数２ないし
３０のカルボキシレート基、炭素原子数２ないし３０のカルボキサミド基、炭素原子数２
ないし３０のアシルオキシ基、炭素原子数１ないし３０のアシル基、炭素原子数１ないし
３０のスルホニル基、－Ｓ－Ｚ100、－Ｓ（Ｏ）2（Ｎ（Ｚ101）2）、－Ｎ（Ｚ102）2、－
Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－ＮＯ2又は－ＣＯＯＨからなる群から選択される１つ以上の基に
よって置換され；
　Ｚ2は、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ1、＞Ｓ＝Ｏ又は－Ｓ（Ｏ）2－、炭素原
子数３ないし３０のジアシル基、炭素原子数３ないし３０のジ（アシルオキシ）基、炭素
原子数３ないし４５のジカルボキシレート基、炭素原子数３ないし４５のジ（カルボキサ
ミド）基、ジアミン又はジアミドを表わし；
　Ｚ3及びＺ4は、互いに独立して、＞Ｃ＝Ｏ、－Ｏ－、－Ｓ－、＞Ｎ－Ｒ2、＞Ｓ＝Ｏ又
は－Ｓ（Ｏ）2－を表わし；
　Ｒ1及びＲ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数３ないし１８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基
１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は
炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル基；又は、未置
換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　ｎが４を表わす場合、Ｚは式（ＩＩＩ－ａ）
【化４５】

で表わされる基を表わす。）で表わされる化合物。
【０１８３】
　興味深いものはまた、式
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【化４６】

で表わされる化合物である。
【０１８４】
　式（ＩＡ）、（ＩＢ）及び（ＩＣ）で表わされる化合物の好ましい態様は、式（Ｉ）で
表わされる化合物のために上記したものと適当な方法において一致する。
【０１８５】
　式（Ｉ）で表わされる化合物並びに上記した新規化合物は、既知の方法（例えば、米国
特許第６，３１６，６３９号明細書に記載された）に従って、好ましくは、以下の実施例
に記載した方法と同様にして製造され得る。
【０１８６】
　以下の実施例で本発明をより詳細に説明する。特に記載がない限り、全てのパーセント
（％）及び部は質量に対するものである。
【０１８７】
　以下の実施例２、１０、１４、１５及び１６の化合物が特に好ましい。
【実施例】
【０１８８】
　実施例１：Ｎ－トリチロキシフタルイミドの製造
【化４７】

　Ｎ－トリチロキシフタルイミドの合成を、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド　７００ｍＬ
の存在下において、Ｎ－ヒドロキシフタルイミド　５５．０ｇと炭酸カリウム　５５．９
ｇを反応させることによって行った。遊離体の混合物へ塩化トリチル　１０３．３ｇを添
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れた反応塊をジクロロメタン溶液中に注ぎ、有機相を水で数回洗浄し、真空下で濃縮した
。アセトニトリルで結晶化することにより、白色の結晶固体として、Ｎ－トリチロキシフ
タルイミドを得た。
　融点：１８０ないし１８６℃。
【０１８９】
　実施例２：Ｎ－ステアロイルオキシフタルイミドの製造
【化４８】

　Ｎ－ステアロイルオキシフタルイミドの合成を、ジクロロメタン　１５０ｍＬの存在下
において、Ｎ－ヒドロキシフタルイミド　１６．３ｇとトリエチルアミン　２０．２ｇを
反応させることによって行った。遊離体の混合物へ塩化ステアロイル　３３．０ｇを添加
し、反応混合物を、３０℃で６時間維持した。反応塊を水　１００ｍＬ中に注ぎ、有機相
を分離し、真空下で濃縮した。白色の結晶固体として、Ｎ－ステアロイルオキシフタルイ
ミドを得た。
　融点：７６ないし８０℃。
【０１９０】
　実施例３：Ｎ－ｐ－トルエン－４－スルホニルオキシフタルイミドの製造
【化４９】

　Ｎ－ｐ－トルエン－４－スルホニルオキシフタルイミドの合成を、ジクロロメタン　２
００ｍＬの存在下において、Ｎ－ヒドロキシフタルイミド　１６．３ｇとトリエチルアミ
ン　２０．２ｇを反応させることによって行った。遊離体の混合物へ塩化ｐ－トルエンス
ルホニル　２０．０ｇを添加し、反応混合物を、２５℃で２時間維持した。反応塊を濾去
し、水　２００ｍＬ中に注ぎ、有機相を分離し、真空下で濃縮した。淡黄色固体として、
Ｎ－ｐ－トルエン－４－スルホニルオキシフタルイミドを得た。
　融点：１５７ないし１６４℃。
【０１９１】
　実施例４：Ｎ－２－（４－ドデシルベンゾイル）ベンゾイルオキシフタルイミドの製造
【化５０】

　Ｎ－２－（４－ドデシルベンゾイル）ベンゾイルオキシフタルイミドを３工程合成で得
た：
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　工程Ａ：２－（４－ドデシルベンゾイル）安息香酸の合成を、クロロホルム　５００ｍ
Ｌの存在下で、フリーデルクラフト反応において、ドデシルベンゼン　４５．０ｇと無水
フタル酸　２９．８ｇを反応させることによって行った。遊離体の混合物へＡｌＣｌ3　
５８．５ｇを添加すると、わずかな発熱が観測され、１．５時間、ＨＣｌガスが発生した
。ガス形成が終わった後、反応混合物を、ガス形成が再度観測されるまで、沸騰させ、Ｈ
Ｃｌガスが形成されなくなるまで、更に、５時間還流させた。室温まで冷却した後、反応
塊を水　３００ｍＬ中に注ぎ、ＨＣｌで酸性化して、濾過した。粗生成物を、ｐＨが７に
達するまで、水で洗浄した。得られた生成物（２－（４－ドデシルベンゾイル）安息香酸
）は、８５℃の融点を有する白色の結晶固体であった。
　工程Ｂ：機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラ
スコを、工程Ａに従って得た２－（４－ドデシルベンゾイル）安息香酸　３．０ｇ及びジ
クロロメタン　３０ｍＬで連続的に充填した。混合物を０℃まで冷却し、塩化チオニル　
２．７ｇを溶液へ滴下した。反応を２０℃において２０時間放置し、その後、減圧下で濃
縮した。２－（４－ドデシルベンゾイル）ベンゾイルクロリドが、黄色オイルとして得ら
れた（ＮＭＲ分析により構造を確認）。
　工程Ｃ：機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラ
スコを、工程Ｂに従って得た２－（４－ドデシルベンゾイル）ベンゾイルクロリド　１．
０ｇ、ジクロロメタン　２０ｍＬ及びピリジン　０．８ｇで連続的に充填した。Ｎ－ヒド
ロキシフタルイミド　０．３４ｇを、室温において、攪拌された混合物中へ注いだ。反応
を２０℃において２０時間放置し、その後、水　２０ｍＬを反応混合物に添加した。有機
相を分離し、ｎ－ヘキサンで結晶化することによって、Ｎ－２－（４－ドデシルベンゾイ
ル）ベンゾイルオキシフタルイミドを、白色固体として得た。
　融点：８３－９２℃
【０１９２】
　実施例５：Ｎ－Ｎ’－ジヒドロキシピロメリットジイミドの製造
【化５２】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
エタノール　２０００ｍＬ、ヒドロキシルアミン塩酸塩　１０４．０ｇ、トリエチルアミ
ン　２０４．４ｇ及び　ピロメリット酸二無水物　２２０．２ｇで連続的に充填した。混
合物を還流温度まで加熱し、該温度において、６時間攪拌したままにした。室温まで冷却
し、水　２０００ｍＬを反応混合物へ注いだ。沈殿した固体を濾去し、真空下で１４０℃
において乾燥させた。Ｎ－Ｎ’－ジヒドロキシピロメリットジイミドを、黄色固体として
得た。
　融点：＞２９５℃
【０１９３】
　実施例６：Ｎ，Ｎ’－ビス［ステアロイルオキシ］ピロメリットジイミドの製造
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【化５３】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
テトラヒドロフラン　７０ｍＬ、実施例５に従って得たＮ－Ｎ’－ジヒドロキシピロメリ
ットジイミド　５．０ｇ及びトリエチルアミン　４．２ｇで連続的に充填した。その後、
テトラヒドロフラン　３０ｍＬ中塩化ステアロイル　１３．４ｇを、２０℃において混合
物へ滴下した。混合物を、室温において、６時間攪拌したままにした。反応混合物を減圧
下で濃縮した。トルエン／エタノールからの結晶化によってＮ，Ｎ’－ビス［ステアロイ
ルオキシ］ピロメリットジイミドを白色固体として回収した。
　融点：１３３ないし１３８℃
【０１９４】
　実施例７（中間体）：Ｎ－ヒドロキシフタルイミド－４－カルボン酸の製造

【化５４】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
エタノール　１４０ｍＬ、ヒドロキシルアミン塩酸塩　７．３ｇ及びトリエチルアミン　
２１．０ｇで連続的に充填した。トリメリット酸無水物　２０．０ｇを攪拌した混合物へ
ゆっくりと添加し、その後、反応混合物を還流温度まで加熱し、該温度において、１５時
間攪拌したままにした。室温まで冷却し、水　１５０ｍＬ及び第三アミルアルコール　１
５０ｍＬを反応混合物へ注ぎ、希ＨＣｌで酸性化してＰＨ＜２とした。第三アミルアルコ
ール相を分離し、減圧下で濃縮した。Ｎ－ヒドロキシフタルイミド－４－カルボン酸を粗
黄色固体として得た。
　融点：２２７ないし２３２℃
【０１９５】
　実施例８（中間体）：４－ラウリルオキシカルボニル－Ｎ－ヒドロキシフタルイミドの
製造
【化５５】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
ヘキサン　１０ｍＬ、実施例７で得たＮ－ヒドロキシフタルイミド－４－カルボン酸　２
．０ｇ、ラウリルアルコール　３０ｍＬ及びｐ－トルエンスルホン酸　０．１９ｇで連続
的に充填した。反応混合物を還流温度まで加熱し、６時間攪拌したままにした。その後、
有機相を分離し、真空下で一部濃縮した。メタノールを用いた再結晶化によって、４－ラ
ウリルオキシカルボニル－Ｎ－ヒドロキシフタルイミドを、白色固体として得た。
　融点：９６ないし１０５℃
【０１９６】
　実施例９（中間体）：Ｎ－ヒドロキシ－１，８－ナフタルイミドの製造
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【化５６】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
エタノール　５００ｍＬ、トリエチルアミン　１０．２ｇ及びヒドロキシルアミン塩酸塩
　７．０ｇで連続的に充填した。その後、攪拌した混合物を４０℃まで加熱し、均一な溶
液を得、１，８－ナフタル酸無水物　２０．０ｇを添加した。反応混合物を還流温度で８
時間維持し、室温まで冷却し、溶液を濾去することによって、沈殿物を分離し、水で洗浄
し、オーブン中で、真空下、１３０℃において乾燥させた。Ｎ－ヒドロキシ－１，８－ナ
フタルイミドをピンク色の固体として得た。
　融点：２８５ないし２８８℃
【０１９７】
実施例１０：Ｎ－ステアロイルオキシ－１，８－ナフタルイミドの製造

【化５７】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド　８０ｍＬ、実施例９で得たＮ－ヒドロキシ－１，８－ナ
フタルイミド　４．０ｇ及びトリエチルアミン　１．９５ｇで連続的に充填した。その後
、塩化ステアロイル　６．９７ｇを、室温において、不均一な溶液へ滴下添加した。反応
を、７０℃において６時間、攪拌したままにし、その後、真空下で濃縮した。残渣をジク
ロロメタンに溶解させ、有機相を水で洗浄し、トンシル（Ｔｏｎｓｙｌ）　４１４／ＦＦ
上で濾過し、真空下で濃縮した。メタノール／ヘキサン（２０：１）を用いた再結晶化後
、Ｎ－ステアロイルオキシ－１，８－ナフタルイミドを白色固体として得た。
　融点：７２ないし８０℃
【０１９８】
実施例１１：Ｎ－オクチルオキシ－４－カルボン酸オクチルエステルの製造
【化５８】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
実施例７に従って得たＮ－ヒドロキシフタルイミド－４－カルボン酸　０．６０ｇ、Ｎ，
Ｎ－ジメチルアセトアミド　２０ｍＬ、ｎ－ブロモオクタン　２．４９ｇ及びＫ2ＣＯ3　
１．７８ｇで室温において連続的に充填した。反応を７０℃まで加熱し、１０時間攪拌し
た。その後、水　１００ｍＬ及びジクロロメタン　１００ｍＬを、室温において反応混合
物に添加した。有機相を分離し、減圧下で濃縮し、エタノールを用いた再結晶化により、
Ｎ－オクチルオキシ－４－カルボン酸オクチルエステルを、白色固体として得た。
　融点：５５ないし５９℃
【０１９９】
　実施例１２：Ｎ－オクタデシルオキシフタルイミドの製造
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【化５９】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
Ｎ－ヒドロキシフタルイミド　３２．０ｇ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド　３５０ｍＬ
、ｎ－ブロモオクタデカン　６６．６ｇ及びＫ2ＣＯ3　４４．０ｇで室温において連続的
に充填した。反応を１００℃まで加熱し、攪拌下で３時間、反応させたままにした。混合
物を濾過し、減圧下で濃縮した。粗生成物をエタノールを用いて再結晶化することにより
、Ｎ－オクタデシルオキシフタルイミドを白色固体として得た。
　融点：８２ないし８８℃
【０２００】
　実施例１３：１，１２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－ヒドロキシフタルイミド］ドデシ
ルジエステルの製造
【化６０】

　１，１２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－ヒドロキシフタルイミド］ドデシルジエステル
を、下記の２工程合成で得た：
【化６１】

　工程Ａ：機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラ
スコを、塩化無水トリメリット酸　２００ｇ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド　８００ｍ
Ｌ及びピリジン　８５．８ｇで連続的に充填した。混合物を、－５℃まで冷却し、攪拌下
において、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド　４００ｍＬ中の１，１２－ドデカンジオール
　９１．５ｇを混合物に滴下した。混合物を、放置して室温まで自然に温度を上げさせ、
３時間反応させたままにした。その後、反応混合物を濾過し、真空下で濃縮した。１，１
２－ビス［４－カルボキシ－無水フタル酸］ドデシルジエステルを粗白色固体として得た
。
　融点：１３４－１３９℃
　工程Ｂ：機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラ
スコを、エタノール　３００ｍＬ、ヒドロキシルアミン塩酸塩　３４．１ｇ及びピリジン
　３８．８ｇで連続的に充填した。混合物を、攪拌下で３０分間維持した。その後、１，
１２－ビス［４－カルボキシ－無水フタル酸］ドデシルジエステル　１３５．０ｇを攪拌
した混合物へゆっくりと添加した。その後、反応混合物を還流温度まで加熱し、溶媒　８
０ｍＬを３時間で留去した。その後、第三アミルアルコール　７００ｍＬを混合物に添加
した。反応混合物を還流温度まで７時間加熱し、その後、室温まで冷却し、溶液を濾去す
ることによって、沈殿した固体を分離し、水で洗浄し、真空下で乾燥させた。１，１２－
ビス［４－カルボキシ－Ｎ－ヒドロキシフタルイミド］ドデシルジエステルを粗白色固体
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として得た。
　融点：１７０－１７６℃
【０２０１】
　実施例１４：１，１２－ビス（４－カルボキシ－Ｎ－ステアロイルオキシフタルイミド
）ドデシルジエステルの製造
【化６２】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）　２Ｌの存在下において、実施例１３で製造した１，１２
－ビス（４－カルボキシ－Ｎ－ヒドロキシフタルイミド）ドデシルジエステル　９４．５
ｇ及びトリエチルアミン　３３．９ｇで連続的に充填した。塩化ステアロイル　１０８．
４ｇを遊離体の混合物に添加し、反応混合物を、３０℃で１６時間維持した。その後、溶
液を濾去することによって、沈殿した固体を粗混合物から分離し、ＥｔＯＨで再結晶化さ
せた。１，１２－ビス（４－カルボキシ－Ｎ－ステアロイルオキシフタルイミド）ドデシ
ルジエステルをオフホワイトの結晶固体として得た。
　融点：１１１－１１７℃
【０２０２】
　実施例１５：１，１２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－トシルオキシフタルイミド］ドデ
シルジエステルの製造

【化６３】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
実施例１３で製造した１，１２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－ヒドロキシフタルイミド］
ドデシルジエステル　２５．０ｇ、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）　５００ｍＬ及びトリ
エチルアミン　１３．０ｇで室温において連続的に充填した。塩化ｐ－トルエンスルホニ
ル　１６．９ｇを２０℃で維持した攪拌混合物に少しずつ添加した。２０℃において１６
時間、攪拌下で、反応を続けさせた。その後、有機相を濾過し、減圧下で濃縮した。エタ
ノール／アセトニトリル（２：１）を用いた粗生成物の再結晶化によって、１，１２－ビ
ス［４－カルボキシ－Ｎ－トシルオキシフタルイミド］ドデシルジエステルを白色固体と
して得た。
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　融点：１１１－１１８℃
【０２０３】
　実施例１６：１，１２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－ベンジルオキシフタルイミド］ド
デシルジエステルの製造
【化６４】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
実施例１３で製造した１，１２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－ヒドロキシフタルイミド］
ドデシルジエステル　２０．３ｇ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド　３００ｍＬ、Ｋ2Ｃ
Ｏ3　１１．６ｇ及びベンジルブロミド　１３．２ｇで室温において連続的に充填した。
混合物を、攪拌下において７０℃まで加熱し、２時間反応させたままにし、その後、２０
℃まで冷却した。沈殿した固体を水及びアセトニトリルで洗浄し、その後、減圧下で乾燥
させた。１，１２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－ベンジルオキシフタルイミド］ドデシル
ジエステルを、白色固体として得た。
　融点：１７３－１７８℃
【０２０４】
　実施例１７：１，１２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－イソプロピルオキシフタルイミド
］ドデシルジエステルの製造

【化６５】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
実施例１３で製造した１，１２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－ヒドロキシフタルイミド］
ドデシルジエステル　５．０ｇ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド　７５ｍＬ、Ｋ2ＣＯ3　
２．８ｇ及び２－ブロモプロパン　２．３ｇで室温において連続的に充填した。攪拌下に
おいて、混合物を７０℃まで加熱し、８時間反応させたままにし、その後、２０℃まで冷
却した。沈殿した固体を水及びアセトンで洗浄し、その後、減圧下で乾燥させた。１，１
２－ビス［４－カルボキシ－Ｎ－イソプロピルオキシフタルイミド］ドデシルジエステル
を、白色固体として得た。
　融点：１４９－１５６℃
【０２０５】
　実施例１８：Ｎ，Ｎ’－ジヒドロキシ－ベンゾフェノンジイミドの製造
【化６６】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
３，３’，４，４’－ベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水物　３２．２ｇ及びジメチ
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まで冷却した。その後、ヒドロキシアミン塩酸塩　１３．９ｇ及びピリジン　１１７．８
ｇの溶液を０℃において維持した攪拌混合物にゆっくりと滴下した。その後、反応混合物
を、９５ないし１０５℃において１時間加熱し、真空下で濃縮した。１Ｎ　酢酸溶液　１
００ｍＬを粗生成物に添加し、沈殿した固体を溶液から分離し、水で洗浄した。エタノー
ルを用いた再結晶化後、沈殿した固体を、オーブン中で減圧下において乾燥させ、Ｎ，Ｎ
’－ジヒドロキシ－ベンゾフェノンジイミドを白色固体として得た。
　融点：２８８－２９５℃
【０２０６】
　実施例１９：Ｎ，Ｎ’－ジステアロイルオキシ－ベンゾフェノンジイミドの製造
【化６７】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
実施例１８で得たＮ，Ｎ’－ジヒドロキシ－ベンゾフェノンジイミド　２５．０ｇ、テト
ラヒドロフラン（ＴＨＦ）　５００ｍＬ及びトリエチルアミン　２１．５ｇで室温におい
て連続的に充填した。塩化ステアロイル　４５．１ｇを攪拌した混合物に少しずつ添加し
た。反応を、２０℃において１６時間維持し、その後、真空下で濃縮した。粗生成物をエ
タノールで洗浄し、オーブン中で減圧下において乾燥させた。Ｎ，Ｎ’－ジステアロイル
オキシ－ベンゾフェノンジイミドを白色固体として得た。
　融点：１０９－１１５℃
【０２０７】
　実施例２０：Ｎ－（第三ブチルジフェニルシラニルオキシ）－フタルイミドの製造
【化６８】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
Ｎ－ヒドロキシフタルイミド　１．６ｇ、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）　３０ｍＬ及び
トリエチルアミン　２．０ｇで室温において連続的に充填した。その後、ＴＨＦ　１０ｍ
Ｌ中の第三ブチルジフェニルクロロシラン　２．７ｇを、２０℃において４時間、攪拌下
で維持した混合物に滴下した。その後、混合物を濾過し、溶液相を、真空下で濃縮した。
ヘキサン　５０ｍＬを粗生成物に添加し、有機相を濾過し、真空下で濃縮した。Ｎ－（第
三ブチルジフェニルシラニルオキシ）－フタルイミドを白色固体として得た。
　融点：１３８－１４３℃
【０２０８】
　実施例２１：炭酸１，３－ジオキソ－１，３－ジヒドロ－イソインドリ－２－イルエス
テルオクタデシルエステルの製造
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【化６９】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
Ｎ－ヒドロキシフタルイミド　１０．０ｇ及びテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）　２００ｍ
Ｌで室温において連続的に充填した。混合物を、－５℃まで冷却し、ＴＨＦ　５０ｍＬ中
のオクタデシルクロロホルメート　２４．４ｇを混合物に滴下し、その後、ＴＨＦ　５０
ｍＬ中のトリエチルアミン　８．７ｇを混合物に滴下した。その後、反応を、室温まで自
然に温度を上げさせ、２時間攪拌下で維持した。反応混合物を濾過し、有機相を減圧下で
濃縮した。粗生成物をイソプロパノールを用いて再結晶化し、溶液を濾去することによっ
て、沈殿した固体を分離し、真空下で乾燥させた。炭酸１，３－ジオキソ－１，３－ジヒ
ドロ－イソインドリ－２－イルエステルオクタデシルエステルを白色固体として得た。
　融点：８３－８９℃
【０２０９】
実施例２２：炭酸１，３－ジオキソ－１，３－ジヒドロ－イソインドリ－２－イルエステ
ルメチルエステルの製造
【化７０】

　機械的攪拌器、サーモカップル、滴下漏斗及び冷却器を備えた四つ口丸底フラスコを、
Ｎ－ヒドロキシフタルイミド　３．２６ｇ及びテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）　１００ｍ
Ｌで室温において連続的に充填した。混合物を、－５℃まで冷却し、ＴＨＦ　２０ｍＬ中
のメチルクロロホルメート　２．６５ｇを添加した。その後、ＴＨＦ　３０ｍＬ中のトリ
エチルアミン　３．０４ｇを混合物に滴下し、反応温度が、室温まで自然に上がった後、
攪拌下において６７時間維持した。反応混合物を濾過し、有機相を減圧下で濃縮した。粗
生成物を、イソプロパノールを用いて再結晶化し、溶液を濾去することによって、沈殿し
た固体を分離し、真空下で乾燥させた。炭酸１，３－ジオキソ－１，３－ジヒドロ－イソ
インドリ－２－イルエステルメチルエステルを白色固体として得た。
　融点：１２９－１３５℃
【０２１０】
　実施例Ａ：
　フィルム製造：
　フィルム１ないし３を以下のように製造した：ターボミキサー（カッチア（登録商標：
ｃａｃｃｉａ）、ラボ１０）中で、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）の質量に対
して１０質量％の、表１に示した各更なる添加剤をＬＬＤＰＥ［０．１０質量％のトリス
［２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル］ホスフィット及び０．０３２質量％のオクタデシル
－３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートを含み、か
つ１．１ｇ／１０分のメルトインデックス（１９０℃、２．１６ｋｇにおいて）を有する
ダウレックス　ＮＧ５０５６－Ｇ（登録商標：Ｄｏｗｌｅｘ　ＮＧ５０５６－Ｇ）］と混
合した。混合物を、Ｏ．Ｍ．Ｃ二軸スクリュー押出機（ｅｂｖ　１９／２５型）を使用し
て、２００℃の最大温度において押出して顆粒とし、その後、最終組成物を得るために、
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同じＬＬＤＰＥを用いて希釈した。この組成物を、吹込み－押出機（ドルチ（登録商標：
Ｄｏｌｃｉ））を使用し、２１０℃の最大温度で操作して、厚さ１２μｍのフィルムに転
換した。
【０２１１】
　フィルム４を以下のように製造した：ターボミキサー（カッチア（登録商標：ｃａｃｃ
ｉａ）、ラボ１０）中で、ＬＬＤＰＥの質量に対して５質量％の、表１に示した各更なる
添加剤をＬＬＤＰＥ［上記した規格を有するダウレックス　ＮＧ５０５６－Ｇ（登録商標
：Ｄｏｗｌｅｘ　ＮＧ５０５６－Ｇ）］と混合した。混合物を、Ｏ．Ｍ．Ｃ二軸スクリュ
ー押出機（ｅｂｖ　１９／２５型）を使用して、２００℃の最大温度において押出して顆
粒とし、その後、最終組成物を得るために、同じＬＬＤＰＥを用いて希釈した。この組成
物を、吹込み－押出機（ドルチ（登録商標：Ｄｏｌｃｉ））を使用し、２１０℃の最大温
度で操作して、厚さ１２μｍのフィルムに転換した。
【０２１２】
　フィルム５を以下のように製造した：上記ミキサー中で、表１に示した更なる添加剤を
最終装填でＬＬＤＰＥ［上記した規格を有するダウレックス　ＮＧ５０５６－Ｇ（登録商
標：Ｄｏｗｌｅｘ　ＮＧ５０５６－Ｇ）］と混合した。混合物を、ＣＯＭＡＣ二軸スクリ
ュー押出機を使用して、２００℃の最大温度において押出して顆粒とし、その後、吹込み
－押出機（ドルチ（登録商標：Ｄｏｌｃｉ））を使用し、２１０℃の最大温度で操作して
、厚さ１２μｍのフィルムに転換した。
【０２１３】
　フィルム６を以下のように製造した：上記した規格を有するダウレックス　ＮＧ５０５
６－Ｇ（登録商標：Ｄｏｗｌｅｘ　ＮＧ５０５６－Ｇ）及び表１に示した更なる添加剤を
含むＬＬＤＰＥ組成物を上記したようにして得、吹込み－押出機（フォーマック（登録商
標：Ｆｏｒｍａｃ））を使用し、２１０℃の最大温度で操作して、厚さ５０μｍのフィル
ムに転換した。
【０２１４】
　フィルム７及び８を以下のように製造した：上記ターボミキサー中で、表１に示した更
なる添加剤を最終装填でＬＬＤＰＥ［上記した規格を有するダウレックス　ＮＧ５０５６
－Ｇ（登録商標：Ｄｏｗｌｅｘ　ＮＧ５０５６－Ｇ）］と混合した。混合物を、Ｏ．Ｍ．
Ｃ二軸スクリュー押出機を使用して、２００℃の最大温度において押出して顆粒とし、そ
の後、吹込み－押出機（フォーマック（登録商標：Ｆｏｒｍａｃ））を使用し、２１０℃
の最大温度で操作して、厚さ５０μｍのフィルムに転換した。
【０２１５】
　表１：
　ＬＬＤＰＥフィルムの最終組成
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【表１】

（‘‘％’’は、ＬＬＤＰＥに対する‘‘質量％’’を意味する。）
【０２１６】
　曝露：
　１）その後、得られたフィルムサンプルを、６５００Ｗキセノンランプ（連続光サイク
ル、ブラックパネル温度＝６３℃）を備えたアトラス　ウェザロメーター（登録商標：Ａ
ＴＬＡＳ　Ｗｅａｔｈｅｒｏｍｅｔｅｒ）（Ｃｉ６５Ａ型）中で曝露した。
　２）フィルムはまた、５０℃において操作した静止オーブン（ヘラエウス（登録商標：
Ｈｅｒａｅｕｓ）、６１２０　ＵＴ型）中で曝露した。
【０２１７】
　評価パラメーター：
　１）カルボニル（ＣＯ）の増加：曝露時間に対するカルボニルバンドの増加（１７１０
ｃｍ－１）の評価をＦＴ－ＩＲパーキンエルマー（登録商標：ＦＴ－ＩＲ　Ｐｅｒｋｉｎ
－Ｅｌｍｅｒ）スペクトル　ワンを用いて観測した。
　２）クラッキングまでの時間：フィルムサンプルの目で見える破損を、最初の表面クラ
ッキングの形跡までの時間に従って評価した。
【０２１８】
　結果：
　表２ないし６は、カルボニル増加の結果を説明し、かつクラッキングまでの時間を示す
。
　表２：１２ミクロン　ＬＬＤＰＥフィルムのＷＯＭ曝露（時間）におけるカルボニル増
加（高い値が望ましい）

【表２】

【０２１９】



(72) JP 2009-507116 A 2009.2.19

10

20

30

40

　表３：１２ミクロン　ＬＬＤＰＥフィルムのＷＯＭ曝露（時間）におけるクラッキング
までの時間（低い値が望ましい）
【表３】

【０２２０】
　表４：１２ミクロン　ＬＬＤＰＥフィルムのオーブン中、５０℃での曝露（時間）にお
けるカルボニル増加（高い値が望ましい）
【表４】

【０２２１】
　表５：１２ミクロン　ＬＬＤＰＥフィルムのオーブン中、５０℃での曝露（時間）にお
けるクラッキングまでの時間（低い値が望ましい）
【表５】

【０２２２】
　表２ないし５に示した結果から、Ｎ－ヒドロキシフタルイミド誘導体の添加が遷移金属
の前劣化剤性能を改善することが明らかに分かった。
【０２２３】
　表６：１２ミクロン　ＬＬＤＰＥフィルムのオーブン中、５０℃での曝露（時間）にお
けるカルボニル増加（高い値が望ましい）
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【表６】

　表６において、Ｎ－ヒドロキシフタルイミド誘導体の添加が遷移金属の前劣化剤効果を
高めることが示された。
【０２２４】
　表７：５０ミクロン　ＬＬＤＰＥフィルムのＷＯＭ曝露（時間）におけるカルボニル増
加（高い値が望ましい）
【表７】

【０２２５】
　表８：５０ミクロン　ＬＬＤＰＥフィルムのＷＯＭ曝露（時間）におけるクラッキング
までの時間（低い値が望ましい）
【表８】

　表７及び８に示した結果は、添加剤なしの（空の）フィルム（フィルム６）に対する光
分解の改善を明らかに示した。
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【要約の続き】
個で置換されたフェニル基を表わし；
　Ｙは、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数
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１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ないし１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭
素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルケニル基；６な
いし１０個の炭素原子を有する二環式又は三環式のヒドロカルビル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキ
ル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし４のフェニルアルキル基；未置換の又は炭素原
子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたジフェニルメチル基；未置換の又は炭素原
子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換されたトリフェニルメチル基；炭素原子数２ない
し３０のアシル基、－ＣＯＯＹ0、炭素原子数１ないし３０のスルホニル基、－Ｓｉ（Ｙ1）3又は－Ｓｉ（ＯＹ2）3

を表わし；
　Ｙ0、Ｙ1及びＹ2は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数３ないし１
８のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換された炭素原子数３ない
し１２のシクロアルキル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個で置換されたフェニル
基；又は、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１、２又は３個でフェニル基上を置換された炭素原子数
７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；
　Ｚは、有機基を表わす。）で表わされる分解促進剤
を含むが、但し、
（１）Ｙが、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数２ないし３０のアルケニル基又は炭素原子数１ない
し３０のスルホニル基を表わす場合、成分（Ａ）がポリオレフィンホモ－又はコポリマー、又はポリオレフィンホモ
－又はコポリマーと他の合成ポリマーのブレンドであり；及び、
（２）ｎが２又は４を表わし、かつ同時に、成分（Ａ）がポリオレフィンホモ－又はコポリマー、又はポリオレフィ
ンホモ－又はコポリマーと他の合成ポリマーのブレンドである場合、Ｙは、更に、水素原子を表わす
ところの組成物からなるポリマー物品。
【選択図】なし
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